
28YAZU 
2007.12

2
0
0
7
.1
2
.１
 

N
o
.3
3

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 
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オープン！ 

ユ・
ウン
ギョンさんを紹介します！ユ・

ウン
ギョンさんを紹介します！ユ・

ウン
ギョンさんを紹介します！

（2007）平成19年12月９日（日） 
午後１時30分～午後４時50分（12時30分から受付）  
郡家公民館　大集会室　他  
 
 
  
徳島県同和地区青少年団体 
連絡協議会『止揚の会』事務局 
　　中倉　茂樹 さん  

「ぬくもりを感じて」 

受付の時に希望の分科会を申し込んで下さい。なお第３・４分
科会は約30人の人数制限をせていただきます。 

★日　時 
  
★場　所  
★内　容 
 
  
★講　師 
 
  

★演　題 

★分科会 
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識
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む 

意
識
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権
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権
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人
権
人
権
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ば

ひ
ろ
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人
権
の
ひ
ろ
ば 

みなさんの参加を 
お待ちしています！ 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 

主催：八頭町同和教育推進協議会・八頭町・八頭町教育委員会 

そ
の
１ 

平
成)

年#

月
に
実
施
さ
れ
た
『
人

権･

同
和
問
題
に
関
す
る
町
民
意
識

調
査
』
の
報
告
書
か
ら
次
の
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。 

 

　
部
落
差
別
を
知
っ
た
の
は 

　 

・
小
学
生
ま
で  

六
四
．
四
％ 

　 

・
中
学
生
ま
で  

八
八
．
五
％ 

　
知
っ
た
の
は
父
母
な
ど
家
族
か
ら

が
二
九
．
三
％
で
、
学
校
の
授
業
、

学
校
の
友
達
、
近
所
の
人
か
ら
と
続

く
。
若
い
世
代
（+

〜5

代
）
は
学

校
を
通
し
知
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

背
景
に
は
同
和
教
育
の
広
が
り
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

         

【
現
在
も
部
落
差
別
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
】
の
問
い
に
対
し
て
、〈
日

常
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
〉
で
は
、

「
明
ら
か
に
差
別
が
あ
る
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
差
別
が
あ
る
」
の
回
答

は
地
区
外
三
六
．
五
％
、
地
区
六
六
．

一
％
。「
ほ
と
ん
ど
差
別
は
な
い
」

は
地
区
外
四
〇
．
八
％
、
地
区
十
五
．

五
％
と
地
区
で
の
差
別
に
対
す
る
認

識
が
厳
し
い
。〈
結
婚
差
別
に
つ
い

て
〉
で
は
「
明
ら
か
に
差
別
が
あ
る
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
差
別
が
あ
る
」

の
回
答
は
地
区
外
五
六
．
七
％
、
地

区
七
三
．
八
％
。「
ほ
と
ん
ど
差
別

は
な
い
」
は
地
区
外
二
二
．
五
％
、

地
区
六
．
三
％
で
あ
り
、〈
日
常
の

付
き
合
い
〉
に
比
較
し
て
地
区
内
外

共
に
差
別
に
対
す
る
認
識
が
厳
し
い
。

　【
結
婚
差
別
が
な
く
な
る
見
通
し

に
つ
い
て
】
で
は
「
い
つ
ま
で
も
な

く
な
ら
な
い
」
が
地
区
で
四
七
．
〇

％
と
高
く
、
や
は
り
差
別
に
対
す
る

認
識
が
厳
し
い
。「
努
力
す
れ
ば
な

く
な
る
」
は
地
区
外
・
地
区
共
に
約

四
〇
％
で
あ
る
。
正
し
い
知
識
の
習

得
と
理
解
、
そ
し
て
変
革
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

       

【
部
落
出
身
で
よ
か
っ
た
と
思
う
】

に
は
、
否
定
的
な
回
答
が
約
五
〇
％

あ
る
が
、〈
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と

を
、
で
き
れ
ば
隠
し
て
お
き
た
い
〉

で
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

わ
な
い
・
そ
う
思
わ
な
い
」
の
回
答

は
四
一
．
七
％
で
あ
る
。「
隠
し
た

く
な
い
」
と
い
う
意
識
が
浮
か
ぶ
。

　
ま
た
、【
差
別
を
受
け
る
か
も
知

れ
な
い
と
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
】
で
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う
と
、
そ
う
思
う
」
の
回
答

は
五
四
．
八
％
と
高
く
、
地
区
の
多

く
の
人
々
が
差
別
へ
の
不
安
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

        

【
同
和
問
題
に
は
か
か
わ
ら
な
い

方
が
よ
い
】
と
か
【
同
和
地
区
の
人

は
こ
わ
い
】
等
の
他
人
か
ら
の
否
定

的
な
情
報
に
対
し
て
、
地
区
外
の
約

三
〇
％
が
、
地
区
で
は
約
五
〇
％
が

疑
問
に
思
っ
た
り
反
発
を
感
じ
て
い

る
。
お
か
し
い
と
思
う
情
報
が
流
さ

れ
た
時
に
は
、
鵜
呑
み
に
し
な
い
で

自
分
自
身
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 

12:30　　13:30　　14:00　　　　　　　　15:30 　15:40　　　16:50

受付 開会行事 講　　演 移動 分科会 

分科会 会　場 テーマ 

第１分科会 
＜講座＞ 

第２分科会 
＜講座＞ 

第３分科会 
＜参加型＞ 

第４分科会 
＜参加型＞ 

「寝た子を起こすな」 
　　講師：坂田　陽彦 さん 
　　　（鳥取県部落解放研究所専門員） 

「鳥取県の部落史」 
　　講師：坂本　敬司 さん 
　　　（鳥取県総務部総務課県史編さん室室長） 

「身近な人権問題を考えよう」 
　　講師：小宮山聖美 さん 
　　　（ネットワークファシリテーター） 

「私は差別をしていない･････？」 
　　進行：垣本　博規 さん 
　　　（八頭町人権教育推進員） 

大集会室 

第二研修室 

第一研修室 

和室研修室 

八頭町同和教育推進協議会事務局 
（八頭町教育委員会事務局内） 

184－1232

お 問 い 
合わせ先 

差別の現状 

部落出身者 
の意識 

へんな情報 

自分で確認！ 

　ウソ～ 
ホント～ 

差別への不安 

認識にズレ 

う
　
の 
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八頭町国民健康保険決算報告 

韓国横城郡と特産品交流 

横城郡行政研修生報告 

福祉課からのお知らせ 

まちの話題 

・・・・・・・・・２～３P 

・・・・・・・・・・・６～７P 

・・・・・・・・・・・・・・・９P 

・・・・・・・・・・・・10～11P 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・20～21P 

 

今月の主な内容 

11月９日、八頭町里帰り事業を開催し町外で暮らされて
いる障害者の皆さんをお迎えしました。八東りんご観光園
からはとりたてのりんごを味わっていただいた後、郡家ド
ームでは郡家保育所園児の元気いっぱいの踊りを楽しんで
いただきました。 

里帰り事業で園児がお出迎え 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 
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八頭町国民健康保険の決算について 
八頭町国民健康保険から 平成18年 平成18年 平成18年 

　11月広報で八頭町の18年度決算状況を報告しましたが、18年度国民健康保険特別会計の決算状
況を報告いたします。 
　八頭町全体では、歳入総額19億 2670万 8739円、歳出総額17億 5929万 1752円で１億
6741万6987円の黒字となりました。17年度比で歳入額は4148万9703円で2.2%増、歳出額
は2143万1325円で1.2%の増額となっています。 
　歳入の主なものは、国・県の支出金6億4926万円、（全体の33.7%、17年度比1221万円1.8%
減）、国保税５億3369万円（全体の27.7%、17年度比1379万円、2.5%減）となっています。 
　八頭町国保税の現年分調定額は、前年より減少し一般分、4億3413万円（医療分3億9680万円、
介護分3733万円）で、退職分は1億2142万円（医療分1億1295万円、介護分847万円）でした。 
　また、国保税の徴収率は、八頭町全体で94.00%、一般分92.55%、退職分99.19%となってい
ます。 
　歳出では、医療費が前年よりやや減少し保険給付費11億4137万円（全体の64.9%、17年度比
2802万円2.4%の減）、老人保健拠出金2億5783万円（全体の14.7%、17年度比9220万円、
26.3%の減）となっています。 

（単位：千円） 

（単位：円） 
人 

世帯 

（単位：円） 

（単位：千円） 

八頭町国民健康保険決算状況 18年度  

19億2,670万円 

歳入 

保険給付費 
64.9%

国・県支出金 
　 33.7%
国・県支出金 
　 33.7%

老人保険 
拠出金 
14.7%

老人保険 
拠出金 
14.7%

療養給付費 
交付金 
15.6%

総務費 2.7%その他の支出 3.8%

介護納付金 
　　　 5.7%

共同事業 
　　拠出金 
　　　　7.6%

共同事業 
　　拠出金 
　　　　7.6%

共同事業 
交付金　 
　6.6%

保健事業費 0.6%

一般会計繰入金 
　　　８.4%

税収入 
　　27.7%

繰越金その他 
８.0％ 

基金繰入金 
0.0%

17億5,929万円 

歳出 

一般被保険者  

退職被保険者等  

平　 均  

一般被保険者  

退職被保険者等  

平　 均  

67,163 

85,700 

70,544 

131,477 

232,413 

145,476

73,696 

92,839 

77,352 

142,143 

242,123 

157,003

62,737 

79,647 

65,950 

122,083 

206,945 

134,764

60,508 

77,926 

63,359 

121,674 

237,052 

134,888

■１人当たり・１世帯当たりの保険税の状況（医療分） 国保の被保険者数・世帯数（19年3月末） 

混合世帯
は一般世
帯で計算 

八頭町 区　　 分 郡家地域 船岡地域 八東地域 備　考 

 

１人当り 

 

 

世帯当り 

 

■１人当たり・１世帯当たりの保険税の状況（介護分） 

単位：円 

　〃（老人を除く） 

　〃  

　〃  

出産に対する給付 

葬祭を行う者に対する給付 

■医療給付費等負担額の状況（18年度） 

679,295 

1,729 

86,945 

338,246 

707 

22,786 

4,100 

3,340 

257,825 

1,394,973 

398,109 

276,780 

247,657 

334,776

 

 

 

 

 

 

出 産 育 児 諸 費   

葬 　 祭 　 費   

老 人 保 健 拠 出 金   

計  

１世帯当たりの保険者負担額  

１人当たりの保険者負担額  

年間１人当たりの費用額（一般）  

年間１人当たりの費用額（退職）  

 

一般被保険者 

 

 

退職被保険者 

 

342,983 

838 

38,495 

173,601 

272 

13,140 

300 

1,380 

116,089 

687,098 

408,501 

282,873 

258,871 

349,090

139,785 

202 

20,929 

79,742 

208 

5,791 

600 

770 

57,482 

305,509 

390,178 

274,738 

236,054 

339,389

196,527 

689 

27,521 

84,903 

227 

3,855 

3,200 

1,190 

84,254 

402,366 

387,263 

268,423 

238,377 

305,124

八頭町  区　　　　分 郡家地域 船岡地域 八東地域 備 　 　考  

一般被保険者  

退職被保険者等  

全　 体  

一般被保険者  

退職被保険者等  

平　 均  

6,319 

6,423 

6,338 

12,370 

17,419 

13,071

6,940 

6,730 

6,900 

13,385 

17,552 

14,004

6,852 

6,346 

6,756 

13,333 

16,488 

13,805

5,020 

5,936 

5,169 

10,094 

18,056 

11,006

混合世帯
は一般世
帯で計算 

八頭町 区　　 分 郡家地域 船岡地域 八東地域 備　考 

 

１人当り 

 

 

世帯当り 

 

療養給付費 

療　養　費 

高額療養費 

療養給付費 

療　養　費 

高額療養費 

対　 象 　者：75歳未満までの被保険者（一般・退職） 
一般被保険者：75歳未満までの被保険者と75歳以上の被保険者（国保老人）     
退職被保険者：厚生年金等の加入期間が240月以上の被保険者とその扶養者     
介　 護 　分：40歳～65歳までの者は介護保険２号被保険者として別途税負担があります。    
療養給付費：医療費（食事代含む）、調剤費、歯科診療費     
療　 養 　費：柔道整復、針、灸、マッサージ、補装具等     
高額療養費：１ヶ月の医療費が一定額以上になったときに世帯主に支給します。     
老人保健拠出金：老人保健医療費を支援するため、各保険者で社会保険診療報酬支払基金へ拠出します。 
費　 用 　額：医療費の総額 

5,908 

1,318 

7,226

一 般  

退 職  

全 体  

2,762 

652 

3,414

1,296 

304 

1,600

1,850 

362 

2,212

八頭町 郡家地域 船岡地域 八東地域 

3,018 

486 

3,504

一 般  

退 職  

全 体  

1,432 

250 

1,682

666 

117 

783

920 

119 

1,039

八頭町 郡家地域 船岡地域 八東地域 

（単位：千円） 

　混合世帯　：一般被保険者と 
　　　　　　退職被保険者が 
　　　　　　混在する世帯 

533,690 

649,258 

299,731 

128,514 

161,200 

0 

154,316 

1,926,709

277,119 

301,331 

131,142 

57,165 

63,360 

0 

86,859 

916,976

110,614 

146,519 

70,104 

32,065 

46,643 

0 

17,831 

423,776

145,957 

201,408 

98,485 

39,284 

51,197 

0 

49,626 

585,957

税 収 入  

国・県支出金 

療養給付費交付金 

共同事業交付金 

一般会計繰入金 

基 金 繰 入 金  

繰越金その他 

計 

八頭町 郡家地域 船岡地域 八東地域 

■歳入 

47,166 

1,141,371 

257,825 

100,543 

134,191 

11,092 

67,104 

1,759,292

17,927 

573,206 

116,089 

47,255 

63,607 

3,544 

25,600 

847,228

14,411 

248,918 

57,482 

21,903 

29,213 

2,757 

1,046 

375,730

14,828 

319,247 

84,254 

31,385 

41,371 

4,791 

40,458 

536,334

総 務 費  

保 険 給 付 費  

老人保健拠出金 

介 護 納 付 金  

共同事業拠出金 

保 健 事 業 費  

その他の支出 

計 

八頭町 郡家地域 船岡地域 八東地域 

■歳出 
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　「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
７
ひ
ろ
し
ま
」
が!

月*

日
・+

日
の
２
日
間
、
国
際
平
和
文
化
都
市

「
広
島
」
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
３
５
０
０
人

余
り
の
参
加
者
が
、
福
祉
、
平
和
、
環
境
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
政
治
参
画
等
々
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
広
島
国
際
会
議
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
は

福
祉
を
テ
ー
マ
と
す
る
第
１
分
科
会
が
行
わ
れ
、

歌
手
生
活N

周
年
を
迎
え
た
ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
の

「
歌
っ
て
、
愛
し
て
、
介
護
し
て
、
そ
し
て
今
…
」

と
題
し
た
講
演
が
終
わ
る
や
い
な
や
、
会
場
か
ら

割
れ
る
よ
う
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
八
頭
町
か
ら
は
、
男
女
共
同
参
画
リ
ー
ダ
ー
研

修
の
一
環
と

し
て
５
名
が

参
加
し
ま
し

た
の
で
レ
ポ

ー
ト
を
提
出

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
の

今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

田 中 朝 子 矢 部 博 祥 

奥田 のぶよ 

山崎 かおる 衣 笠 博 子 

　
病
み
つ
つ
あ
る
地
球
・
犠
牲
に
な
る
の
は
誰
か
？ 

　
地
球
環
境
の
分
科
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
「
不

都
合
な
真
実
」
を
確
か
め
た
く
て
、
五
大
陸
の

秀
峰
を
巡
り
視
た
地
球
の
今
。
が
語
ら
れ
、
異

文
化
、
自
然
の
猛
威
、
人
々
と
の
暮
ら
し
の
実

態
を
通
し
て
ひ
た
す
ら
黙
々
と
生
態
系
を
守
り
、

地
道
に
活
動
を
続
け
る
人
々
と
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
氷

河
が
毎
年
６
ｍ
崩
れ
る
様
を
見
、
加
え
て
進
む
砂
漠

化
を
み
た
。
何
万
年
前
の
地
層
の
動
き
、
氷
河
の
動

き
、
今
、
こ
こ
に
至
り
て
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
宗
教

の
違
い
、
あ
る
い
は
領
土
や
資
源
の
奪
い
合
い
で
戦

争
を
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
」
と
気
付
く
。 

　
温
暖
化
、
砂
漠
化
の
延
長
戦
上
の
「
危
機
」
を
思

う
と
き
、
年
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
、
政
治
が
悪
い
か

ら
と
不
都
合
を
誰
か
の
せ
い
に
し
な
か
っ
た
か
原
因

を
な
ぜ
？
と
突
き
つ
め
て
ゆ
く
と
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ

う
に
自
分
に
返
っ
て
く
る
よ
う
だ
。 

　
男
女
共
同
参
画
事
業
の
一
環
で
も
あ
る
「
日

本
女
性
会
議
」。
私
に
と
っ
て
遠
い
存
在
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
お
鉢
が
回
っ
て
の
出
席
で
し
た
。 

　
世
の
中
、男
女
は
お
お
む
ね
半
々
。「
男
女
共
同

参
画
」は
、人
権
や
町
づ
く
り
を
考
え
る
時
の
重
要

な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、興
味
深
く
参
加
し
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
総
じ
て
語
ら
れ
た
「
自
己
改
革

に
目
覚
め
、
一
歩
踏
み
出
し
て
行
動
す
れ
ば
、
周
り

に
人
は
集
ま
り
、
大
き
な
力
と
な
る
」
こ
と
の
大
切

さ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
あ
ふ
れ
ん

ば
か
り
の
女
性
パ
ワ
ー
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。 

　
私
が
参
加
し
た
分
科
会
は
、
服
部
幸
應
さ
ん

の
食
育
の
講
演
で
し
た
。
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
通
じ
日
本
は
、「
食
」
の
こ
と
を
地
球
規

模
で
考
え
て
い
く
必
要
性
と
、
食
文
化
の
伝
承

の
必
要
性
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
食
環
境
も
急
激
に
変
化
し
、
食
の
乱
れ
か

ら
生
活
習
慣
病
も
増
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
真
剣

に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
被

爆
地
広
島
の
会
場
で
２
日
間
の
大
会
を
通
じ
て
全
国

の
人
た
ち
と
集
い
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ず
は
自
分
が

考
え
行
動
を
す
る
こ
と
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り

と
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界
中
の
人
間
誰
も
が

平
和
な
未
来
の
実
現
の
為
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
初
め
て
参
加
し
た
大
き
な
大
会
、
全
国
か
ら

の
参
加
者
に
、
地
元
で
の
ち
い
さ
な
活
動
の
広

が
り
を
、
実
感
で
き
た
２
日
間
で
し
た
。
食
育

の
分
科
会
で
は
、
服
部
幸
應
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
食
育
基
本
法
の
お
話
に
す
っ
か
り
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
は
、
ま
ず
食
卓
に
あ

る
と
い
う
持
論
に
は
深
く
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
交
流
会
で
は
、
鳥
取
県
団
み
ん
な
で
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
、
県
の
交
流
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
報
告
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
翌
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
人
と
し
て

の
多
様
性
を
認
め
合
う
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
日
程
的
に
は
か
な
り
の
強
行
軍
で
し

た
が
、
参
加
し
て
こ
そ
感
じ
る
も
の
も
あ
る
の
だ
と

解
り
ま
し
た
。 

　
分
科
会
は
「
女
性
と
政
治
参
画
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
前
韓
国
国
会
議
員
、
前
ハ
ン
ナ
ラ
党

副
総
裁
の
リ
・
ユ
ン
ス
ク
さ
ん
が
流
ち
ょ
う
な

日
本
語
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
韓
国
で
は
女
性
議

員
を
増
や
す
た
め
の
活
動
と
し
て
、
法
律
を
変

え
る
た
め
の
連
帯
、
協
力
、
競
争
、
変
革
、
女

性
差
別
撤
廃
条
約
を
基
本
と
し
て
行
動
し
た
事
例
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
韓
国
で
は
「
こ
れ
ま
で
は

日
本
に
制
度
が
あ
る
の
に
、
我
が
国
に
は
な
い
の
で
、

作
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
を
模
範
に

し
て
き
た
が
、
も
は
や
日
本
に
は
そ
う
い
っ
た
学
ぶ

べ
き
所
は
な
い
」
と
言
わ
れ
残
念
に
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
モ
デ
ル
さ
ん
か
と
思
わ
れ
る
容
姿
の
白
井
尼

崎
市
長
は
市
議
会
議
員
か
ら
市
長
へ
と
な
ら
れ
た
方

で
選
挙
活
動
の
事
を
中
心
に
話
さ
れ
ま
し
た
。「
選
挙

に
勝
つ
と
い
う
こ
と
は
い
か
に
大
変
か
、逆
に
何
も
な

い
私
だ
か
ら
な
れ
た
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。二
人
に

共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
人
よ
り
一
歩
踏
み
出
す
力

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。自
分
の
中
に
あ
る
不
安

や
恐
れ
に
勝
ち
行
動
し
人
の
心
を
つ
か
む
と
い
う
こ

と
が
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

一
人
ひ
と
り
響
き

一
人
ひ
と
り
響
き
あ
っ
あ
っ
て 

今
そ
し
て
未
来
へ

今
そ
し
て
未
来
へ 
一
人
ひ
と
り
響
き

一
人
ひ
と
り
響
き
あ
っ
あ
っ
て 

今
そ
し
て
未
来
へ

今
そ
し
て
未
来
へ 
一
人
ひ
と
り
響
き
あ
っ
て 

今
そ
し
て
未
来
へ 

日
本
女
性
会
議
２
０
０
７
ひ
ろ
し
ま
（
10
／
19
〜
20
）
参
加
報
告 

　10月26日（金）から28日（日）までの３日間の日程で、田舎暮らし体験ツアーが実施されました。これは、新規
定住者の受け入れを促進し、地域振興と活性化を図る目的で実施したものです。 
　八頭町では、関西圏から９名の方が参加され、ツアー初日は、姫路集落でＵターンされた方と一緒にそ
ば打ち体験や散策を行った後、囲炉裏を囲んで、田舎暮らしの楽しみ方などを中心に意見交換が行われました。 

　２日目は、稗谷集落で行われる収穫祭に参加し、もちつき、大根の収穫などをとおして、地域住民と一緒
に体験を行いました。雨天のため、予定していた総事が中止され、参加された方の中には、「雨天での企画も
準備して欲しかった」という方や、反対に「雨がよく降ったが、受け止め方によってはそれもまた一つの楽し
さであった」という方など、いろいろな感想があったようですが、自然のなかで地域の人たちとの交流を満喫
していただきました。 

　最終日は、柿の収穫体験のあと、ツアー参加者と田舎暮らし促進協議会との意見交換会が開かれ、参加者
からは「人情の厚さに感動した。まずは交流から入っていきたい。今後ともお付き合いをお願いしたい。」、「是
非また来たい」、「八頭郡に住みたい気持ちがわいてきた」など様々な意見がありました。 

　今回のツアーをきっかけに、参加者と地域との交流が進むことが期待されます。これからも空き家を活用し
た住環境の確保や、定住に向けた地域の受入気運の高揚が必要ですので、皆様のご協力をよろしくお願いし
ます。 

姫路集落にて（体験ツアー１日目） 

稗谷集落にて（体験ツアー２日目） 

柿の収穫体験（体験ツアー最終日） 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

姫路集落にて 姫路集落にて 姫路集落にて 

稗谷集落にて 稗谷集落にて 稗谷集落にて 

柿の収穫体験 柿の収穫体験 柿の収穫体験 
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八
頭
町
と
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
韓
国
横

城
郡
（
フ
ェ
ン
ソ
ン
グ
ン
）
で
全
国
韓
牛
祭
り
が!

月)

日
〜-

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
八
頭
町
か
ら
も

５
名
の
代
表
団
が
参
加
し
西
条
柿
や
ホ
ン
モ
ロ
コ

な
ど
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
全
国
韓
牛
祭
り
は
韓
牛
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

韓
国
全
土
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
る
「
横
城
韓
牛
」

の
一
層
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
を
目
的
に
毎
年
横
城

郡
で
開
催
さ
れ
て
い
る
祭
り
で
あ
り
ま
す
。
祭
り

会
場
で
は
２
km
に
渡
っ
て
両
側
に
百
数
十
個
の
ブ

ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
５
日
間
で
１
０
０
万
人
を
超

え
る
観
客
が
来
場
し
、
ブ
ー
ス
間
の
通
路
は
、
韓

牛
を
買
い
求
め
る
人
や
、
食
事
を
す
る
人
、
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
人
で
大
変
混
雑
し
て

い
ま
し
た
。 

　
会
場
内
に
は
横
城
郡
の
特
産
品
の
展
示
即
売
・

牛
と
ふ
れ
あ
う
体
験
ゾ
ー
ン
、
各
地
域
の
伝
統
芸

能
の
競
演
な
ど
老
若
男
女
が
参
加
し
、
郡
民
総
参

加
の
祭
り
で
し
た
。
ち
な
み
に
横
城
郡
内
の
小
・

中
・
高
校
は
す
べ
て
休
校
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ

の
祭
り
の
経
費
と
し
て
横
城
郡
が
約
１
億
円
支
出

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
各
ブ
ー
ス
の
売
上
げ

や
宿
泊
、
食
事
等
でI

億
円
以
上
の
経
済
効
果
が

見
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
祭
り
会

場
の
警
備
、
交
通
整
理
等
は
、
民
間
団
体
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

行
政
と
民
間
と
の
「
協
働
」
事
業
と
し
て
こ
の
祭

り
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
韓
牛
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
開
会
式
で

は
、
河
川
敷
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
ス
テ
ー
ジ
を
囲

ん
で
、
約
２
万
人
以
上
の
観
客
が
集
ま
る
中
、
友

好
交
流
自
治
体
と
し
て
平
木
町
長
が
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
り
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
平
木
町
長
が
韓
国
語

を
交
え
て
挨
拶
を
す
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓

声
と
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
開
会
セ
レ
モ
ニ

ー
の
後
、
韓
国
で
著
名
な
歌
手!

組
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
高
校
生
な
ど
の
若
い
観

客
が
と
て
も
熱
狂
す
る
な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
っ

た
開
会
式
と
な
り
ま
し
た
。 

　
来
場
者
は
横
城
郡
民
を
始
め
、
近
隣
の
住
民
、

ソ
ウ
ル
な
ど
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
来
場

し
て
お
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
は
、
韓
国
国
営

放
送
Ｋ
Ｂ
Ｓ
で
ラ
イ
ブ
中
継
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
全
国
放
送
す
る
こ
と
は
、
横
城

郡
韓
牛
を
全
土
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
と
な
り
、

絶
大
な
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
会
場
内
に
は
八
頭
町
ブ
ー
ス
を
設
け
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
写
真
パ
ネ
ル
や
、
八
頭
町
の
特

産
品
で
あ
る
西
条
柿
や
「
ほ
ん
も
ろ
こ
」
を
中
心

に
試
食
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
八
頭
町
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
西
条
柿
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
は

連
日
大
人
気
で
、
試
食
が
す
ぐ
に
な
く
な
る
状
況

で
、
多
く
の
方
が
「
西
条
柿
を
売
っ
て
欲
し
い
」

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
持
ち
込
み
量
や

関
税
の
関
係
も
あ
り
、
販
売
で
き
な
い
の
が
大
変

残
念
で
し
た
。
　 

　
今
回
、
横
城
郡
の
躍
進
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
し
、

特
産
品
開
発
や
観
光
振
興
を
図
る
上
で
八
頭
町
が

学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
、
ま
た
横
城
郡
は
昨
年
、
韓

国
で
一
番
住
ん
で
み
た
い
地
域
に
選
ば
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
横
城
郡
の
発
展
振
り
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
韓
牛
祭
り
の
参
加
に
際
し
て
、
和
牛
の

絵
画
で
著
名
な
八
頭
町
在
住
の
森
本
正
枝
さ
ん
の

「
初
光
」
を
横
城
郡
に
寄
贈
し
た
と
こ
ろ
、
韓
横

城
郡
守
は
大
変
喜
ば
れ
、
横
城
郡
庁
に
展
示
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

           

　
５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
和
牛
博
覧
会
が!

月

"

日
〜%

日
ま
で
鳥
取
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、

期
間
中2

万
人
を
超
え
る
入
場
者
が
会
場
を
訪
れ
、

鳥
取
和
牛
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
有
名
銘
柄
牛
の

試
食
や
和
牛
に
ち
な
ん
だ
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
展

示
を
楽
し
ん
で
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れ
、
横
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韓
牛
や
キ
ム
チ
・
百
歳
酒
な
ど

の
特
産
品
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し
た
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韓
国
横
城
郡
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が
設
置
で
き
た
の

は
、
横
城
郡
の
韓
牛
が
「
横
城
韓
牛
」
と
し
て
韓

国
国
内
で
も
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
八
頭
町
と
の
交
流
が
活
発
に
展
開
さ
れ
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い
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こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
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設

置
で
き
る
こ
と
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な
っ
た
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の
で
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こ
の
横
城
郡
の
韓
牛
は
、
２
年
前
に
釜
山
で
開

催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
」
首
脳
会
合
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
の
材
料
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
好
評
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得
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な
ど
韓
国
国
内
の
一
大
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
地
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を
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
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。 

　
ま
た
、
横
城
郡
ブ
ー
ス
で
は
、
横
城
郡
が
企
業

誘
致
に
成
功
し
た
「
宗
家
（
チ
ョ
ン
ガ
）
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ム
チ
」

や
「
百
歳
酒
」
の
産
直
販
売
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
連
日
完
売
す
る
な
ど
大
好
評
で
あ
り
ま
し

た
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こ
の
産
直
販
売
を
切
っ
掛
け
と
し
て
、
八
頭
町

内
の
「
フ
ル
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
」
で
も
こ
の
「「
宗

家
（
チ
ョ
ン
ガ
）
キ
ム
チ
」
の
販
売
ル
ー
ト
が
確

立
さ
れ
、
常
時
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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さ
ら
に
、
海
外
唯
一
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
設
置
と
い

う
こ
と
で
、
山
陰
放
送
の
「
わ
が
町
自
慢
」
コ
ー

ナ
ー
に
も
出
演
し
、
漫
才
師
の
大
輔
・
花
子
と
と

も
に
横
城
郡
か
ら
訪
問
し
て
い
た
趙
副
郡
守
団0

名
と
と
も
に
テ
レ
ビ
出
演
し
、
県
内
外
に
も
横
城

郡
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
和
牛
博
覧
会
に
は
韓
国
韓
牛
協
会
の
代
表

団
２
０
０
名
余
り
も
来
場
し
て
お
り
「
な
ぜ
横
城

郡
だ
け
が
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
で
き
た
の
か
？
」

と
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
な
ど
大
変

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
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こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
、
八
頭
町
と
横
城
郡
の

特
産
品
交
流
が
促
進
さ
れ
、
両
地
域
の
産
業
振
興

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

八頭町代表団（八頭町ブース前にて） 

来場者でにぎわう横城郡ブース 

山陰放送にテレビ出演し横城郡をＰＲ 

２万人の観衆を前に挨拶する町長 

横城郡に寄贈された 
森本さんの絵画「初光」 
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農業委員会 

≪次回農業委員会開催予定≫ 

　平成19年12月７日（金） 
（※申請書は毎月25日までに提出してくださ
い。翌月の定例農業委員会で審議します。） 

【提出・お問い合わせ先】 
　本 庁 舎（産業課）　　　　　176－0208 
　船岡庁舎（産業建設課）　　　172－3973 
　八東庁舎（農業委員会事務局）184－1227

韓国横城郡視察 
研修報告 

●第８回農業委員会審議内容（平成19年11月９日） 
　１．農地法の規定による許可申請 
　　　（所有権移転　６件、転用　３件） 
　２．農用地利用集積計画の決定 
　　　（使用貸借・賃貸借　73件） 
　３．農業振興地域整備計画の変更　４件  
　報告事項 
　・合意解約　８件 
　・200㎡以内の農業用倉庫建設等への転用　１件 

　パプリカのハウスは、大規模で全長76メートルの畝に株間30センチの苗が２本支立で３メー
トル近くまでまっすぐに誘引してあり、濃い緑色の大きな葉陰に赤や黄色の実がついているのは
圧巻でした。栽培用土はスリランカの石を粉砕したもの、肥培、温度管理等はオートメーション
で、収穫のみが手作業でした。２月に播種して12月まで収穫というのも驚きました。横城郡は、
冬は北海道並みの寒さになるところですが、雪質が軽く、ハウス内は暖房してあるため、積雪の
心配はまったくありません。どちらも数億に及ぶ国の補助で建設され、さらに優良農家には２千
５百万ウォン（日本円で約325万円）の報奨金が出るとあり、農家のやる気をかきたてているよう
でした。また、全てが日本への輸出用ということでした。 
　百合の花のハウスが数棟並ぶ農家の庭先では、車椅子のご主人が「足が悪くてもできる仕事を
選びました」と静かに語られたのが心に残りました。農業委員の中に花栽培をしている方もあり、
技術の交換もあったようです。 
　何を誰に向かって売るために作っているのかが明確であるのが強く印象に残りました。 

農業委員　西田　悦子　　 

　低温貯蔵施設の会社は、生産者が共同出資をし、生産、加工、流通、販売の４つのブロックに
分けて運営されていました。以前はジャガイモとトウモロコシが主産物でしたが、現在はブロッ
コリーやカリフラワー（年１回収穫）が主力となり、主に日本に輸出しています。生産量は、年
間約150万トンから200万トンで、年間売上は約23億ウォン（日本円で約３億円）だそうです。大
型コンテナの低温冷蔵施設を利用し、計画的に出荷している様子が見られました。この辺りは標
高が400メートルから500メートルあり、朝と夜の温度差が激しく、この温度差が野菜のうまさを
増幅させているということでした。  
　韓国牛肥育農家では、繁殖用が41頭、肥育用が20頭、合計61頭の韓牛（赤牛）が家族労力で飼
育されていました。生後30か月経つと会社を通して売りに出し、年間所得は約６千万ウォン（日
本円で約750万円）ということでした。  
　つる人参栽培農家では、約30アールの畑を合計10か所持ち、ローテーションを組んで約３ヘク
タールを経営しています。３年目で収穫され、主に漢方薬に使われるようです。畑地は石混じり
の砂地でマルチが敷いてあり、ネット支柱が立てられていました。マルチの後始末は業者にして
いただいているようでした。つる人参の１本当たりの値段は約５百ウォン（日本円で約65円）。
市内に会社を持ち、通信販売もしています。年間雇用人数は100人、年間所得は約１億ウォン（日
本円で約1,200万円）ということでした。  
　韓国では、やる気のある生産農家や生産団体（組織）には国が支援しています。今回視察した
生産農家では、低温冷蔵庫を設置したり、畑には冠水パイプを引くなど、他国の技術指導等が導
入されていました。また、生産農家が「生産、加工、流通、販売」に対して計画性を持って運営
している様子に感銘しました。現在、日本の農業はがけっぷちに立たされ続けていますが、韓国
も他国との貿易関係の荒波が打ち寄せている様子が農家の言葉にうかがわれました。 

農業委員　西尾　愛治　　 

　平成19年10月１日～４日、八頭町農業委員20名が韓国
横城郡で農業施設の視察研修を行いました。参加者を代表
し、農業委員２名からの報告を掲載します。 

8YAZU 
2007.129 YAZU 

2007.12

～横城郡での研修を終えて～ 
　2007年4月13日から6ヶ月間、交換派遣研修公務員として、また八頭町に合併してから２番目の研修生として
横城郡で研修を受けました。 
　横城郡は、気候や景色は八頭町とよく似ていて、商店街（市場）では、５日おきに市が開かれたりととても活
気があります。また、各スポーツ施設（総合運動場、体育館、室内プール、サッカー場、テニスコートなど）が
充実していて、毎週のように各種大会が開かれていたり、全国大会や国際大会も誘致したりとスポーツを通して
地域の活性化を図っています。住民の人たちも運動には熱心で、日本では、運動するといえば夕方とか休日のお
昼前くらいからというイメージがあったのですが、横城郡では、早朝から（早いときは朝の６時くらいから）サ
ッカーやバトミントンをしている人が非常に多くて驚きました。また、韓国では、山登りを趣味にしている人が
多く、休日に家族や友人と一緒に山登りをします。私も月に１回程一緒に連れて行ってもらいましたが、舗装さ
れた道ばかりではなく、かなり険しい道を登ったりすることもあり、時間的にも３ ,４時間くらいかかるのでと
ても大変でした。登山中は、子供から年配の人たちまで多くの人とすれ違い、本当に山登りが盛んだなと改めて
実感しました。その他、特に違うなと感じたことは、食に対する考え方です。韓国では食事時間をとても大切に
していて、昼食などはみんなが声を掛け合って食堂に一緒に食べに行くので、一人で食べることはまったくあり
ませんでした。また、知っている人に会うと、“おはよう”や“こんにちは”と同じくらい”食事をしましたか
“と声をかけられることが多かったです。 
　横城郡庁での研修は、１ヶ月ごとに課を移動し、６つの課を回り、いろいろな人たちと出会い、様々な仕事を
見ることが出来てとても勉強になりました。 
　その中でとても印象に残った行事は、横城郡の郡民体育大会と横城韓牛祭りです。郡民体育大会では、地域で
活動している人たちの様々な伝統芸能を見たり、日本にはない“チャギ”というスポーツを体験したりなど、と
ても楽しい時間を過ごしました。この大会は、スポーツを通じて住民たちが健康な生活を送ったり、交流の輪を
広げたり、地域の活性化に繋がるとてもよい機会の一つだと思いました。また韓牛祭りでは、八頭町のPRブー
スを設置し、西条柿の試食コーナーやパネル展示などを行いました。横城韓牛は、韓国で一番有名なブランド牛
で、祭りには全国各地から多くの人が訪れ、その規模の大きさに本当に驚きました。西条柿の試食コーナーでは、
「甘くてとてもおいしい。」、「出来たら売ってほしい。」などの声も多数聞かれました。パネル展示も多くの人が
興味深く見ていて、よいPRになったのではないかと思います。 
　この研修での６ヶ月間は、私にとって一生忘れることの出来ない時間となりました。研修生活で学んだことを
今後に活かしていけるよう頑張りたいと思います。 
　本当にありがとうございました。　 

　八頭町と韓国江原道横城郡は、平成17年12月に交流協定を締結し、
様々な分野で交流していくこととしていますが、交流事業の一環として
行政研修生の相互派遣事業を行っています。この度、八頭町役場総務課
の冨山和昭さんが６ヶ月の研修を終えました。相互派遣研修で得た成果
を今後の両地域の友好交流促進に生かすことが期待されます。 

横城郡行政研修生報告 横城郡行政研修生報告 横城郡行政研修生報告 

八頭町役場 

総務課職員  冨 山 和 昭 
 

横城郡庁舎前にて 企画監査室職員と登山 



八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

支
援
・
依
頼
会
員
募
集
中 

    

　
育
児
を
一
人
で
か
か
え
こ
ま
な

い
で
、
頼
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だ
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＊
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４
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療
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国
保
税
な
ど
は
納
め
ま
せ
ん
。 

　
保
険
料
の
額
は
、
平
成*

年"

月
に
広
域
連
合
議
会
で
定
め
ら
れ

た
保
険
料
率
を
基
に
、
個
人
単
位

で
計
算
さ
れ
ま
す
。 

 

○
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
額
は
、

　
平
成+

年
４
月
以
降
に
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。 

　
制
度
開
始
に
よ
り
、
平
成+

年

４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
始
ま
り
ま
す
。

特
別
徴
収
該
当
の
方
に
は
、
一
人

ひ
と
り
の
保
険
料
額
（
仮
算
定
額
）

を
平
成+

年
４
月
に
市
町
村
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
対
象
と

な
ら
な
い
方
（
普
通
徴
収
）
に
つ

い
て
は
、
平
成+

年
７
月
に
市
町

村
か
ら
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
、

併
せ
て
お
届
け
す
る
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
な
ど
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
 

○
制
度
の
運
営
は
、
広
域
連
合
と

　
市
町
村
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。 

　
鳥
取
県
に
お
い
て
、
こ
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
を
す
る

た
め
、
県
内
の*

市
町
村
す
べ
て

が
加
入
し
た
「
鳥
取
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
広

域
連
合
が
運
営
主
体
（
保
険
者
）

と
な
り
、
市
町
村
は
事
務
の
う
ち
、

保
険
料
の
徴
収
、
被
保
険
者
か
ら

の
申
請
・
届
出
の
受
付
や
被
保
険

者
証
・
各
種
証
明
書
の
引
渡
し
な

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。 

 

お
こ
と
わ
り 

　
こ
の
広
報
は
、
国
が
示
す
資

料
な
ど
に
基
づ
き
説
明
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
変
更
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

  【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

八
頭
町
役
場
福
祉
課 

1c

―
０
２
０
５ 

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

1（
０
８
５
８
）7

―
１
０
９
７ 

 

　
現
在
、b

歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
はX

歳
）
以
上
の
人
は
国
民

健
康
保
険
や
健
康
保
険
等
に
加
入
し
な
が
ら
、「
老
人
保
健
制
度
」
で

医
療
給
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
老
人
保
健
制
度
は
平
成*

年

度
で
廃
止
さ
れ
、
平
成+

年
４
月
か
ら
は
新
し
く
創
設
さ
れ
る
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
医
療
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
今
回
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始
ま
で
の
な
が
れ
を
紹
介
し

ま
す
。 

10YAZU 
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平
成*

年
度
ま
で
基
本
健
康
診

査
は
、
市
町
村
（
八
頭
町
で
は
保

健
セ
ン
タ
ー
）
が
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
今
年
度
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

平
成+

年
４
月
か
ら
は
、
新
た
な

健
診
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
」
が
始
ま
り
ま
す
。（
た
だ

し
、
各
種
が
ん
検
診
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
市
町
村
が
実
施
し
ま
す
。） 

 

誰
が
対
象
？
ど
の
よ
う
な
健
診
？

ど
こ
で
受
け
た
ら
い
い
の
？ 

 

対
象
年
齢
は?

歳
以
上a

歳
ま
で 

　
平
成+

年
４
月
か
ら
、
医
療
保

険
者
の
責
任
で?

歳
〜a

歳
の
方

の
健
診
・
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た
。?

歳

〜a
歳
の
方
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
が
行
う
健
診
・
保
健

指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　対
　
　
象
　?

歳
〜a
歳
の
医
療

保
険
加
入
者
（
家
族
を
含
む
） 

　実
施
主
体
　
医
療
保
険
者
（
健
康

保
険
組
合
、
政
府
管
掌
健
康
保

険
、
共
済
組
合
、
市
町
村
国
民

健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
組

合
な
ど
） 

 

健
診
の
内
容
は
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
に
着
目
し
た
内
容
へ 

　
新
し
い
健
診
は
、
内
臓
脂
肪
型

肥
満
を
見
つ
け
る
た
め
の
腹
囲
測

定
な
ど
が
加
わ
り
、
メ
タ
ポ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
そ
の
予
備
群

の
人
を
早
期
に
み
つ
け
て
、
糖
尿

病
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
発
症
を
予
防
す
る
た

め
、「
保
健
指
導
」
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。 

　
健
診
を
受
け
て
「
終
わ
り
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
健
診
結
果
に
よ
っ
て
は
、「
情

報
提
供
」・「
動
機
づ
け
支
援
」・「
積

極
的
支
援
」
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。 

 

ど
こ
で
受
け
る
の
か 

　
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
に
つ
い
て
、
保
険
証
等
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、+

年
４
月
か

ら
の
詳
し
い
健
診
の
お
知
ら
せ
や

受
診
場
所
等
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。 

 

　
八
頭
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
方
は
、
八
頭
町
国
保
が
「
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」

を
実
施
し
ま
す
。 

 

 

平
成
　
年
度
の
「
八
頭
町
指
定
ご

み
袋
」
の
入
札
参
加
業
者
を
募
集

し
ま
す 

　
鳥
取
県
東
部
地
域
に
事
業
所
、

営
業
所
の
あ
る
事
業
者
を
対
象
に
、

「
八
頭
町
指
定
ご
み
袋
」
の
入
札

参
加
業
者
を
募
集
し
ま
す
。 

　
平
成+

年
１
月
上
旬
に
入
札
を

行
い
ま
す
の
で
、
入
札
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
平
成*

年#

月0

日

（
火
）
ま
で
に
、
役
場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

八
頭
町
福
祉
課 

1c

―
０
２
１
１ 

 
 　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す 

　
河
川
や
道
路
な
ど
へ
の
不
法

投
棄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
を
し
た
場
合
、
５
年
以

内
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円

以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
投
棄
者
が
判
明
し
た
場
合
は

警
察
に
通
報
し
ま
す
。
ご
み
は

決
め
ら
れ
た
方
法
で
正
し
く
出

し
ま
し
ょ
う
。 

 

福
祉
課
か
ら
の 

　
　
お
知
ら
せ 

問合せ先 
八
頭
町
役
場
福
祉
課 

船
岡
支
所
住
民
課 

八
東
支
所
住
民
課 

（
０
８
５
８
）
76
―

０
２
０
５   

（
０
８
５
８
）
72
―

０
０
４
４  

（
０
８
５
８
）
84
―

１
２
２
０ 

災
害
時
要
援
護
者
登
録
を 

　
　
　
　
推
進
し
て
い
ま
す
!!
 

平
成
20
年
度
か
ら
健
診
制
度
が

年
度
か
ら
健
診
制
度
が 

大
き
く
変
わ
り
ま
す

大
き
く
変
わ
り
ま
す 

特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
は
医

特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
は
医 

療
保
険
者
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す

療
保
険
者
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す 

平
成
20
年
度
か
ら
健
診
制
度
が 

大
き
く
変
わ
り
ま
す 

特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
は
医 

療
保
険
者
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す 

　
わ
が
国
は
い
ま
、
世
界
に
例
の

な
い
速
度
で
「
高
齢
化
」
と
「
少

子
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢

期
に
入
る
と
誰
も
が
健
康
不
安
を

は
じ
め
と
し
て
、
身
の
回
り
の
世

話
や
介
護
の
問
題
は
避
け
て
通
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
て
、
近
年
、

自
然
災
害
も
多
発
・
大
規
模
化
し

て
お
り
、
高
齢
で
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
な
ど
の
災
害
時
（
自
然
災
害

及
び
社
会
的
リ
ス
ク
）
に
お
け
る

支
援
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
独
居
高
齢
世
帯
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
こ
だ
ま
ネ
ッ
ト
）

と
連
携
し
、
今
年
度
か
ら
「
災
害

時
要
援
護
者
登
録
制
度
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、
民
生

委
員
さ
ん
、
区
長
さ
ん
、
自
警
団

長
さ
ん
、
地
域
福
祉
推
進
員
さ
ん
、

愛
の
輪
協
力
員
さ
ん
な
ど
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
高
齢
で
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
を
中
心
に
登
録
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。（"

月
末
現
在
、

３
１
０
人
が
申
請
済
） 

　
災
害
時
等
に
自
力
で
の
避
難

が
困
難
で
、
な
ん
ら
か
の
援
助

が
必
要
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
申
請
書
の
提
出
・
お
問
い
合
わ

せ
先
】 

・
役
場
福
祉
課
及
び
支
所
住
民
課 

・
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
及
び

　
各
支
所 
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　#

月
３
日
か
ら#

月
９
日
ま

で
の
一
週
間
は
「
障
害
者
週
間
」

で
す
。
期
間
中
は
、
障
害
や
障
害

の
あ
る
人
に
対
す
る
国
民
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
へ
の
意

欲
を
高
め
る
た
め
、
全
国
で
多
彩

な
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
障
害
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

中
で
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
交
通
事
故

や
疾
病
な
ど
障
害
の
原
因
と
な
る

も
の
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
だ
れ
に

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、

障
害
は
と
て
も
身
近
な
問
題
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

　
こ
の
障
害
者
週
間
を
機
会
に
、

お
互
い
を
尊
重
し
、
理
解
し
合
い
、

共
に
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

年
末
・
年
始
に『
腸
能
力
』を
つ
け
よ
う 

　
年
末
・
年
始
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
忘
年
会
、
新
年
会
等
、
食
べ
す

ぎ
や
飲
み
す
ぎ
る
機
会
が
増
え
、

胃
腸
の
負
担
も
大
き
く
な
る
時
期

で
す
。
健
康
を
管
理
す
る
た
め
に
、

「
腸
能
力
」
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。「
腸
能
力
」
と
は
、「
腸

内
環
境
を
整
え
る
」
こ
と
で
す
。 

　
食
べ
物
の
栄
養
素
は
、
ほ
ぼ
腸

で
吸
収
さ
れ
、
活
力
源
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
腸
は
敏
感
な
臓
器

で
暴
飲
暴
食
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
精

神
的
な
影
響
を
受
け
や
す
く
、
下

痢
、
便
秘
な
ど
に
よ
り
、
腸
内
環

境
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「
腸

能
力
」
を
つ
け
る
こ
と
が
、
こ
の

年
末
・
年
始
の
健
康
に
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

☆
腸
能
力
術
の
ポ
イ
ン
ト 

　
腸
は
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
で
、
消
化
液
の
分
泌
、
腸
の

蠕
動
運
動
な
ど
の
調
子
が
よ
く
な

り
ま
す
。
睡
眠
・
食
事
・
適
度
な

運
動
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。 

　
次
の
項
目
を
確
認
し
、
快
適
で

楽
し
い
年
末
・
年
始
を
過
ご
し
ま 

し
ょ
う
。 

 

①
一
日
３
食
、
食
事
の
リ
ズ
ム

を
整
え
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し

ょ
う
。 

②
腹
八
分
目
に
良
く
ゆ
っ
く
り

か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。 

③
食
物
繊
維
を
し
っ
か
り
食
べ

ま
し
ょ
う
。 

④
睡
眠
を
十
分
と
っ
て
、
疲
れ

を
た
め
こ
ま
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

  

☆
食
事
の
工
夫 

　
食
物
繊
維
は
、「
腸
の
大
事
な

お
掃
除
役
」
で
す
が
、
日
本
人
は

食
物
繊
維
摂
取
量
が
目
標
値
よ
り

５
〜!

ｇ
不
足
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
を
し
っ
か

り
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。 

（#

月
３
日
〜
９
日
） 

 
（下準備） 
　海藻ミックス‥‥‥水でもどしておく。 
　青ねぎ‥‥‥‥‥‥小口切りにする。 
　豚もも薄切り肉‥‥細切りにする。 
①鍋に水と鶏がらスープの素をいれて火にかけ、沸
騰したら豚肉と酒を加え、一煮立ちする。 
②青ねぎ、海藻を加え、しょうゆ、塩、こしょう
で、調味する。 

【作り方】 

 
海藻ミックス（乾燥）‥‥20ｇ 
青ねぎ‥‥‥60ｇ 
豚もも薄切り肉‥‥‥150ｇ 
水‥‥‥3.5カップ（700ml） 
鶏がらスープの素‥‥小さじ２ 
酒‥‥‥大さじ１ 
濃い口しょうゆ‥‥‥大さじ１ 
塩‥‥‥小さじ1／3 
こしょう‥‥‥少々 

【材料】（４人分） 

海藻ミックスのおすまし 

食物繊維 
たっぷり 
食物繊維 
たっぷり 
食物繊維 
たっぷり 
食物繊維 
たっぷり レシピ 

ぜ
ん  

ど
う 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

連絡先 

郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー 

船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー 

八
東
保
健
セ
ン
タ
ー 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
６
６ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

73
―

０
６
７
０ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

84
―

１
２
３
４ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―

３
５
７
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

73
―

０
７
４
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

84
―

１
２
３
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―

３
５
６
５ 

　
八
頭
町
で
は
障
害
者
等
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
医
療
費

の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。 

◇
受
給
資
格
者
　
　
　
　
　 

　
身
体
障
害
者
手
帳
３･

４･

５

級
を
お
持
ち
の
方
、
療
育
手
帳
Ｂ

を
お
持
ち
の
方
、
及
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
を
お
持
ち

の
方
。（
※
上
記
の
手
帳
を
お
持

ち
の
方
で
も
、
以
下
の
方
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
①
身
体
障
害
者

手
帳
５
級
を
お
持
ち
の
本
人
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
方 

②

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
り
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方 

③
八
頭
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例

に
よ
り
特
別
医
療
費
を
受
け
て
い

る
方 

④
生
活
保
護
法
に
よ
り
保

護
を
受
け
て
い
る
方
） 

◇
給
付
の
期
間 

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月

の
初
日
か
ら
で
す
。 

◇
助
成
の
方
法 

　
医
療
費
の
助
成
は
、
療
養
又
は

医
療
を
受
け
た
病
院
、
医
院
若
し

く
は
薬
局
等
の
発
行
す
る
被
保
険

者
等
の
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収 

書
に
基
づ
い
て
給
付
し
ま
す
。 

◇
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の 

　
①
歯
科
診
療 

②
保
険
診
療
の

給
付
対
象
と
な
ら
な
い
も
の（
例
：

入
院
中
の
食
事
代
、
差
額
ベッ
ト
代
、

病
衣
代
、
容
器
代
、
文
書
料
等
） 

◇
助
成
割
合 

     

◇
医
療
費
の
支
給 

　
申
請
さ
れ
た
月
（
診
療
さ
れ
た

月
）
の
２
か
月
後
以
降
に
指
定
口

座
へ
の
振
込
み
又
は
会
計
窓
口
で

お
支
払
し
ま
す
。
医
療
費
支
払
通

知
書
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◇
申
請
に
必
要
な
書
類 

　
①
医
療
費
支
給
申
請
書 

②
請

求
書 

③
印
鑑 

④
保
険
証
の
写
し

⑤
領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
の
場
合
は
、

必
ず
八
頭
町
指
定
の
領
収
書
）
⑥

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
及

び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

写
し 

⑦
医
療
費
に
対
す
る
還
付

が
あ
る
時
は
、
支
給
内
容
の
わ
か

る
も
の
（
※
助
成
資
格
内
容
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

資
格
内
容
の
変
更
を
し
て
下
さ
い
。） 

八
頭
町
障
害
者
等
医
療
費

八
頭
町
障
害
者
等
医
療
費 

　
　
　
　
助
成
制
度

　
　
　
　
助
成
制
度
に
つ
い
て 

八
頭
町
障
害
者
等
医
療
費 

　
　
　
　
助
成
制
度
に
つ
い
て 

身
障
３
級
・
療
育
Ｂ 

身
障
４
級 

身
障
５
級
・
精
神
２ 

10
分
の
10 

10
分
の
７ 

10
分
の
５ 

等
　
　
級 

助
成
割
合 

12月の保健事業 12月の保健事業 12月の保健事業 
日 曜日 内  容 時  間 場  所 対  象 

受付　 9:30～11:00  
①受付13:30～14:30 
②受付15:30～16:30  

　14:00～15:30 
 

　　　10:30～11:30 
 

受付　13:15～13:30 
 

　　　　10:45～11:30 
 

受付　12:30～12:45 
 

受付　 9:30～11:00 
 

受付　 9:00～11:00 
 

10:30～11:30 
 

受付　12:45～13:00 
 

10:45～11:30 
 

受付　12:30～12:45 
 

10:00～13:30 
 

受付　 9:30～11:30 
 

受付　 8:30～10:00 
 

受付　 8:30～10:00 
 

受付　 8:30～10:00 
 

10:45～11:30

八東保健センター  
① 郡 家 警 察 署 
② やずふれあい市場  
八東保健センター 
 
船岡保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家・船岡各保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 

一般 
 
一般 
 
一般 
 
一般 
 
乳幼児等 
 
一般 
 
Ｈ16.10.17～Ｈ16.11.27生まれ 
 
一般 
 
一般 
 
一般 
 
Ｈ19.5.22～Ｈ19.6.12生まれ 
 
一般 
 
Ｈ17.11.9～Ｈ17.12.13生まれ 
 
一般 
 
乳幼児等 
 
検診案内ちらしをご覧ください。 
 
検診案内ちらしをご覧ください。 
 
検診案内ちらしをご覧ください。 
 
一般 

3 
 
 
4 
 
 
 
5 
 
 
 
6 
 
 
 
10 
 
 
 
12 
 
 
 
13 
 
 
14 
 
17 
 
18 
 
19 
 
 
20 
 

一 般 健 康 相 談  
 
全 血 献 血  
 
糖 尿 病 予 防 教 室  
 
さわやか体操教室 
 
ポ リ オ 予 防 接 種  
 
水 中 運 動 教 室  
 
３ 歳 児 健 診  
 
一 般 健 康 相 談  
 
障 害 福 祉 相 談  
 
さわやか体操教室 
 
６ か 月 児 健 診  
 
水 中 運 動 教 室  
 
２ 歳 児 歯 科 健 診  
 
健 康 講 座  
 
育 児 相 談  
 
総 合 検 診  
 
総 合 検 診  
 
総 合 検 診  
 
水 中 運 動 教 室  

月 
 
 
火 
 
 
 
水 
 
 
 
木 
 
 
 
月 
 
 
 
水 
 
 
 
木 
 
 
金 
 
月 
 
火 
 
水 
 
 
木 
 

12YAZU 
2007.1213 YAZU 

2007.12



14YAZU 
2007.1215 YAZU 

2007.12

りんぽかん 
船岡文化センター 
73-00300030

船岡文化センター 
73-0030

八東隣保館八東隣保館 
84-34963496
八東隣保館 
84-3496

郡家隣保館郡家隣保館 
72-26722672
郡家隣保館 
72-2672

八頭町 
第32号 

名
曲
「
竹
田
の
子
守
唄
」に
隠
さ
れ
た
真
実 

八
東
隣
保
館 

　
か
つ
て
、
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

「
赤
い
鳥
」
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
竹
田

の
子
守
唄
」
は
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
世
間
に

知
ら
れ
若
い
人
か
ら
年
輩
ま
で
親

し
ま
さ
れ
毎
日
の
よ
う
に
聞
こ
え

て
お
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
あ
る
時
期
か
ら
こ
の

歌
が
聞
こ
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
だ
ろ
う
？
そ
ん
な
疑
問
を
持

ち
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
唄
の
根

本
に
部
落
差
別
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
、
放
送

も
さ
れ
な
く
な
っ
た
‥
‥
。 

　
こ
の
話
の
こ
と
を
ご
存
じ
の
方

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
今
回
、

こ
の
真
実
を
取
り
上
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

　
ま
ず
、
始
め
に
「
竹
田
の
子
守

唄
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

一
、
守
も
い
や
が
る
　
盆
か
ら 

　
　
先
に
ゃ
　
雪
も
ち
ら
つ
く 

　
　
し
　
子
も
泣
く
し 

二
、
盆
が
き
た
と
て
　
な
に
う 

　
　
れ
し
か
ろ
　
か
た
び
ら
は 

　
　
な
し
　
帯
は
な
し 

三
、
こ
の
子
よ
う
泣
く
　
守
を 

　
　
ば
い
じ
る
　
守
も
一
日 

　
　
や
せ
る
や
ら 

四
、
は
よ
も
ゆ
き
た
や
　
こ
の 

　
　
在
所
こ
え
て
　
む
こ
う
に 

　
　
見
え
る
は
　
親
の
う
ち 

  
「
竹
田
の
子
守
唄
」
は
、
京
都

に
竹
田
と
い
う
地
区
が
あ
り
、
そ

の
近
隣
で
歌
わ
れ
て
い
た
子
守
唄

で
す
。
子
守
唄
は
正
し
く
は
「
守

り
子
唄
」
で
子
守
を
す
る
子
ど
も

が
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
き
な
が
ら
、
あ

る
い
は
背
負
い
な
が
ら
う
た
っ
て

い
た
歌
で
す
。
日
本
女
性
の
最
初

の
労
働
歌
で
あ
り
、
職
業
差
別
を

受
け
、
女
工（
当
時
の
呼
び
方
）と

し
て
工
場
へ
就
職
で
き
ず
、
就
職

で
き
て
も
一
緒
に
食
事
も
で
き
な

い
、
言
わ
れ
な
き
差
別
に
女
工
を

辞
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
内
職
、
守
り
子
の
歴
史
を

積
み
重
ね
て
で
き
た
唄
で
す
。 

　
さ
て
、
こ
の
歌
詞
の
中
で
「
在

所
」
と
い
う
言
葉
が
唄
わ
れ
ま
す
。

「
在
所
」
と
は
、
田
舎
、
ふ
る
さ

と
等
を
指
す
言
葉
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
言
葉
が
京
都
で
は
間
違
っ
て

「
被
差
別
部
落
」
の
意
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

放
送
さ
れ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
明
治
以
降
、
急
激
な
近
代
化
を

進
め
た
日
本
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ

ど
に
女
性
た
ち
が
労
苦
を
重
ね
た

か
、
私
た
ち
は
そ
ん
な
歴
史
の
「
最

初
の
声
」
を
こ
の
子
守
唄
に
聴
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。「
子
守
唄
」

と
は
赤
ん
坊
を
あ
や
す
た
め
に
あ

る
と
い
う
こ
と
は
表
向
き
で
あ
り
、

近
代
日
本
に
あ
っ
て
、
そ
の
歌
の

背
景
に
は
守
り
子
仕
事
に
駆
り
出

さ
れ
た
娘
た
ち
の
「
嘆
き
」
や
「
怒

り
」
が
、
し
っ
か
り
と
張
り
つ
い

て
い
ま
す
。 

　
子
守
唄
は
女
た
ち
が
始
め
て
手

に
し
た
抵
抗
の
歌
で
あ
り
、
な
か

で
も
「
竹
田
の
子
守
唄
」
は
、
ひ

と
き
わ
美
し
い
名
作
で
あ
り
ま
す
。 

　
日
本
と
い
う
風
土
に
生
ま
れ
た

者
で
あ
る
な
ら
ば
、
海
外
の
人
た

ち
に
胸
を
張
り
、「
こ
れ
が
私
た

ち
の
歌
で
す
。」
と
言
い
き
れ
る

ほ
ど
豊
か
な
音
楽
性
を
そ
な
え
た

こ
の
歌
が
、
あ
る
時
期
、
放
送
メ

デ
ィ
ア
か
ら
抹
消
さ
れ
た
の
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、「
竹
田
の
子
守
唄
」

を
再
度
、
聴
い
て
み
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
か
。 

 

「
竹
田
の
、
ム
ラ
の
、
子
守
唄
」

は
、
胸
に
染
み
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

歌
が
、
人
の
心
に
問
い
か
け
る
の

だ
。
な
ぜ
だ
ろ
う
、
子
守
唄
と
は
？
。

そ
し
て
、
人
に
と
っ
て
う
た
う
こ

と
と
は
？ 

　
私
た
ち
は
今
一
度
こ
の
唄
を
聴

き
、「
同
和
問
題
と
は
何
か
？
」「
人

権
問
題
と
は
何
か
？
」
自
分
自
身

に
問
い
か
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。 

  

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
を
開
催 

同
和
問
題
講
演
会
を
開
催 

隼小学校 

　
第*

回
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
が"

月
２
日（
金
）か
ら
６
日

（
火
）ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
意

見
・
体
験
発
表
は
、
小
学
校
・
中

学
校
の
児
童
、
生
徒
が
１
年
を
と

お
し
て
勉
強
を
し
て
き
た
こ
と
や
、

人
権
教
育
・
同
和
教
育
の
学
習
の

成
果
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
船
岡
地
域
の
３
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
は
、
み
ん
な
が

一
生
懸
命
歌
っ
て
大
変
す
て
き
で

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
・
お

父
さ
ん
の
応
援
は
、
文
化
セ
ン
タ

ー
の
部
屋
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど

で
し
た
。 

　
最
後
に
鳥
取
市
気
高
町
隣
保
館

で
生
活
相
談
員
を
し
て
お
ら
れ
る

藤
本
さ
ん
に
三
味
線
演
奏
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
藤
本
さ
ん
は
、

こ
の
道
で-

年
や
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
中
で
も
津
軽
三

味
線
は
、
引
き
方
次
第
で
お
客
さ

ん
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る
と
い

わ
れ
ま
し
た
。 

　
意
見
・
体
験
発
表
、
コ
ー
ラ
ス
、

演
奏
や
作
品
も
保
育
園
か
ら
一
般

の
方
、
各
種
教
室
の
方
々
の
作
品

を
出
品
し
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
出
店
や
も
ち
つ
き

な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
同
和
問
題
、
人
権
問
題
解
決
の

重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

郡
家
隣
保
館 

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
兵
庫
県
出
石
中
学
校
教
諭
の
山

崎
喜
彦
さ
ん
を
講
師
と
し
て"

月

(

日
、｢

全
て
の
生
徒
に
開
か
れ

た
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進｣

と

い
う
内
容
で
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は5

名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
「
私
た
ち
の
中
学
校

で
は
、
オ
ー
プ
ン
で
人
権
・
同
和

教
育
を
教
え
て
い
る
。
授
業
の
中

で
は
、
教
え
た
言
葉
を
遊
び
半
分

で
使
う
子
供
が
い
る
。
そ
う
い
う

時
に
は
、
教
師
が
、
絶
対
許
さ
な

い
と
い
う
姿
勢
を
そ
の
時
間
内
に

示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
差
別

解
消
の
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
達
の
出
来
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
私
達
の
町

の
学
校
の
義
務
教
育
の
間
に
必
ず

し
て
い
る
人
権
学
習
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
結
婚
問
題
と
就
職
問
題
の

授
業
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
地

区
で
あ
ろ
う
が
、
地
区
外
で
あ
ろ

う
が
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
い
う

認
識
を
深
め
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
授
業
の
中
で
、
地
区
の

子
供
達
に
は
、
た
く
ま
し
く
生
き

抜
い
て
き
た
先
人
達
の
歴
史
を
知

る
こ
と
で
、
誇
り
を
も
っ
て
生
き

る
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
私

達
は
、
指
導
力
を
高
め
る
た
め
に
、

十
分
な
研
修
を
重
ね
て
い
っ
て
力

量
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
教
材
を
作
っ
て
い
っ

た
り
、
改
善
し
て
い
く
。
一
人
の

一
歩
よ
り
み
ん
な
の
一
歩
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
の
連
携

を
強
く
図
り
、
差
別
解
消
を
図
り

た
い
」
と
訴
え
て
講
演
を
終
え
ら

れ
ま
し
た
。 

船岡小学校 

西村侑希子さん 大江小学校 

船岡地域園児のみなさん 田村　瞳さん 

参加者の皆さん 

講師の山崎さん 



公民館 岡 船 岡 船 

公民館 家 郡 家 郡 

船
岡
公
民
館
祭 

　
船
岡
公
民
館
祭
を"

月
３
〜
４
日
に
開

催
し
ま
し
た
。 

　
展
示
発
表
で
は
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
作

り
た
め
て
お
ら
れ
た
手
芸
や
工
芸
、
書
道

な
ど
の
作
品
や
、
生
け
花
な
ど
全
部
で
四

百
五
十
点
あ
ま
り
の
作
品
を
出
展
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
四
日
午
後
よ
り
開
催
し
た
芸
能
発

表
で
は
か
わ
い
い
園
児
た
ち
の
八
頭
町
音

頭
を
皮
切
り
に
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
寸
劇
、

謡
曲
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
皆
さ
ん
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

  

ま
た
来
場
者
も
二
日
間
で
約
五
百
人
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

子ども日本舞踊教室での　　 
　　　　稽古の成果を披露♪ 

作品を見入る来場者で賑わいました 

ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ー
ク 

　
秋
晴
れ
の"

月!

日
、
船
岡
ふ
る
さ
と

探
訪
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
「
船
岡
の
古
刹
、
霊
場
を
回
る
」
と
い

う
こ
と
で
光
賢
寺
、
西
橋
寺
、
多
宝
寺
で

住
職
さ
ん
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
丸

瀬
山
に
登
り
ま
し
た
。
身
近
な
お
寺
の
い

わ
れ
や
歴
史
を
知
り
、
参
加
し
た
方
々
は

「
大
変
興
味
深
か
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。 

郡
家
公
民
館
祭 

　"

月
２
日（
金
）〜
４
日（
日
）の
３
日
間
、

郡
家
公
民
館
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
絵
画
、

書
道
、
陶
芸
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
作
品
展

示
や
、
菊
花
や
生
花
展
示
が
数
多
く
あ
り
、

来
場
者
は
作
品
を
眺
め
て
、
芸
術
・
文
化

の
秋
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
日
に
は
、
日
用
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

即
売
会
、
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち
つ
き
、

お
茶
席
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
午
後
か
ら
の

芸
能
発
表
会
で
は
、
歌
や
演
奏
、
踊
り
な

ど
出
演
者
ら
が
見
事
な
演
技
を
披
露
さ
れ
、

祭
を
盛
り
上
げ
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

中
世
の
と
っ
と
り
を
振
り
返
る
！！
 

「
し
め
縄
教
室
」
の
お
知
ら
せ 

　#

月&

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
郡
家

公
民
館
で
「
し
め
縄
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郡
家
公

民
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
県
立
博
物
館
巡
回
展
と
し
て
、"

月
９

日（
金
）〜,

日（
水
）、「
文
字
が
語
る
中

世
の
と
っ
と
り
」
を
郡
家
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
に
残
る
重
要
な
古
文
書
の

写
真
パ
ネ
ル
で
、
奈
良
時
代
か
ら
戦
国
時

代
の
鳥
取
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

来
館
者
ら
は
普
段
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
文
字
史
料
を
熟
覧
し
て
、
郷
土
史

に
つ
い
て
の
興
味
・
関
心
を
深
め
て
い
ま

し
た
。 

子供シアター 

★12月８日（土） 
　　10：00～12：00 
○新機関車トーマス 
・ジェームスがあぶない 
　ほか全４話 
○それいけアンパンマン 
・つみき城のひみつ 
みんな見に来てね！ 

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表 
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公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

連 絡 先 
郡家公民館 72-31131
船岡公民館 72-00851
八東公民館 84-30011

公民館 東 八 東 八 

八
東
公
民
館
祭
開
催
！ 

　"

月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
八
東
公
民
館
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
日
ご
ろ
公

民
館
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展
示
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
出
品
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
芸
能
発
表
等
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
屋
外
に
は
、
男
の
料
理
教
室
の
受
講
生
に
よ
る
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
講
座
で
培
っ
た
抜
群
の
料
理
の
„
腕
と
味
“
の
豚
汁
を
、
馴
れ
な
い
配
膳
に

戸
惑
い
な
が
ら
来
館
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。 

若
桜
町
寿
大
学
と
交
流
会 

←若桜駅のSLと 
　転車台 

踊りで交流する 
両公民館の学生→ 

▲男の料理教室の豚汁サービス 

　"

月&

日
、
八
東
公
民
館
高
齢
者
大
学
は
、

１
０
０
名
を
超
え
る
学
生
の
参
加
の
も
と
、

バ
ス
４
台
を
連
ね
、
若
桜
町
寿
大
学
と
の
交

流
会
を
、
若
桜
駅
の
Ｓ
Ｌ
や
転
車
台
な
ど
を

見
学
し
た
後
、
氷
ノ
山
の
氷
太
く
ん
で
開
催

し
ま
し
た
。 

　
氷
太
く
ん
の
体
育
館
で
は
、
若
桜
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
「
お
小
夜
と
源
兵
衛
」
の
盆
踊

り
を
披
露
し
て
も
ら
い
、
八
東
は
８
月
の
高

齢
者
大
学
学
習
会
で
習
っ
た
「
八
頭
町
音
頭
」

で
応
え
ま
し
た
。 

　
お
昼
は
、
氷
太
く
ん
の
食
堂
で
、
両
大
学

が
入
り
混
じ
り
、
近
況
や
懐
か
し
い
昔
話
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

八
東
公
民
館
高
齢
者
大
学 

　船岡公民館所蔵の橋本興家画伯（1899－1993）の木版画作品を、下記の
とおり３館で展示しますので、是非ご鑑賞ください。 

橋本興家版画展開催のお知らせ 
おき　いえ 

八頭町船岡出身 

12月４日（火）～10日（月）　八東公民館 
12月12日（水）～18日（火）　郡家公民館 
12月20日（木）～27日（木）　船岡公民館 
 

春鏡湖池（1978年） 

こ
と
ぶ
き 

時間：8:30～17:00



新しく入った本 

八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡539－1 

八頭町北山48－1

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－6622

郡家図書館 
船岡図書室 
八東図書室 

みんなの  
図書館（室） http://library.town.yazu.tottori.jp/

＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。 
＊貸出中の場合はご予約ください。 
　（インターネット携帯電話からも予約ができます） 

携帯電話からの本の検索・予約はこちら 

「子どもとお話の世界」 
講　　師：中村　柾子さん 
　　　　　（青山学院女子短期大学講師） 
日　　時：１月12日（土）14：00～16：00 
会　　場：船岡公民館　２階研修室 
定　　員：４０名（申込先着順） 
申込方法：各館・室のカウンターまで直接お申し

込み下さい。（電話・FAXでの申込可） 
申込締切：１月５日（土） 

＊託児サービスあります。 

クリスマス行事のおしらせ 
【船岡図書室】  
「キャンドル作り」＆ 
　　「クリスマスおはなし会」 
日にち：12月９日（日）  
☆キャンドル作り☆ 
講　師：島本　綾子さん 

（日本アロマコーディネーター協会正会員） 
場　所：船岡公民館　調理室 
時　間：14：00～14：45 
募集人数：２０名程度 

（小さなお子さまは保護者同伴でお願いします。） 
材料費：３００円 
申込方法：各館・室のカウンターまで直接お申

し込み下さい。（電話・FAXでの申込可） 
申込締切：12月４日（火）  
☆クリスマスおはなし会☆ 
場　所：船岡公民館　１階研修室 
時　間：14：50～15：20（キャンドル作り終了後） 

＊おはなし会は申込不要、入場無料です。 
 
【郡家図書館】 
☆クリスマスおはなし会☆　 
日　時：12月15日（土）15：00～16：00 
場　所：郡家図書館　２階　研修室 

＊申込不要・入場無料 
 
【八東図書室】 
☆クリスマスおたのしみ会☆ 
日　時：12月16日（日）15：00～16：00 
場　所：山村開発センター　２階　婦人研修室 
内　容：おはなし、ミニ工作（クリスマスカード） 

＊申込不要・入場無料 

第２回 読書ボランティア養成講座 

1 
2 
3 
4 
5 
6

有頂天家族 
人気爆発　農産物加工所 
海鳴り　上・下 
楊令伝　3 
彩乃ちゃんのお告げ 
キーリ　1～9

森見登志彦 
田中　　満 
藤沢　周平 
北方　謙三 
橋本　　紡 
壁井ユカコ 

郡家図書館 

1 
2 
3 
4 
5 
6

女王国の城 
日曜農園 
あなたがここにいて欲しい　　 
ホームレス中学生 
ぼくらの修学旅行 
わにわにのおでかけ 

有栖川有栖 
松井　雪子 
中村　　航 
田村　　裕 
宗田　　理 
小風　さち 

1 
2 
3 
4 
5 
6

丹比村子ども生活誌 
楽園に間借り 
たからもの 
シベリア抑留1450日 
彩雲国物語（外伝3）隣の百合は白 
おひさまいろのきもの 

小谷　五郎 
黒澤　珠々 
立道　聡子 
山下　静夫 
雪乃　紗衣 
広野多珂子 

船岡図書室 

八東図書室 

日 月 火 水 木 金 土 

12月のカレンダー 

休館日　　　開館時間　10：00～18：00

日  時 

郡家図書館 船岡図書室 八東図書室 

12月2日（日） 
15：00～15：30 

12月16日（日） 
15：00～16：00

12月1日（土） 
15：00～15：50 

12月15日（土） 
15：00～16：00

12月9日（日） 
14：50～15：20 

12月26日（水） 
16：00～16：30

おはなし会 ※申込不要・大人も入れます。 

      

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5

　この公表は、地方自治法第243条の３第１項及び
八頭町財政状況の公表に関する条例第２条の規定に
より、平成19年４月１日から平成19年９月30日ま
での間における八頭町の財政状況を公表するものです。 

区　　　　分 

一 　 般 　 会 　 計  

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

簡 易 水 道 特 別 会 計  

住 宅 資 金 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

公 共 下 水 道 特 別 会 計  

農 業 集 落 排 水 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

宅 地 造 成 特 別 会 計  

墓 地 事 業 特 別 会 計  

老人居室・障害者住宅整備資金特別会計 

上 私 都 財 産 区 特 別 会 計  

市場、覚王寺財産区特別会計 

上津黒・下津黒財産区特別会計 

篠 波 財 産 区 特 別 会 計  

計 

予算現額 

9,797,530 

1,983,196 

339,022 

74,512 

2,171,969 

464,029 

827,879 

1,511,958 

156,900 

2,328 

376 

5,699 

35 

115 

19,950 

17,355,498

収入済額 

4,771,609 

824,477 

132,648 

9,363 

927,926 

67,555 

80,958 

629,177 

63,594 

548 

120 

5,698 

11 

1 

19,948 

7,533,633

執 行 率 

48.7 

41.6 

39.1 

12.6 

42.7 

14.6 

9.8 

41.6 

40.5 

23.5 

31.9 

100.0 

31.4 

0.9 

100.0 

43.4

執 行 率 

26.5 

38.8 

41.1 

63.2 

40.9 

28.4 

40.6 

39.0 

33.4 

0.0 

50.0 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

32.0

支出済額 

2,601,168 

769,249 

139,441 

47,111 

887,427 

131,705 

335,919 

588,938 

52,417 

0 

188 

145 

0 

0 

0 

5,553,708

○歳入歳出予算の執行状況（平成19年４月１日～平成19年９月30日） （単位：千円・％）  

平成19年度（上半期） 

（注１）収入より支出が多い会計については、会計間の繰替運用により経理しています。 

　冬山登山は気象も急変しやすく、計画・装備が
万全でないと危険がいっぱいです。登山をされる方
は次のことを守り安全な登山に心掛けてください。 
登山届、下山届の提出：雪山は、絶えず危険にさ
らされています。万一の事態に備え、必ず登山届、
下山届を出しましょう。 
万全な装備と余裕ある計画：事前に気象情報を把
握し、食料、燃料、衣料品等万全の準備をし、余
裕のある計画を立てましょう。また、携帯電話等
の通信機器は必ず携帯しましょう。 
単独での登山は危険：単独では適切な判断ができ
にくく危険です。また、万一遭難した場合、救助
を求めることができないので単独の登山はやめま
しょう。 
引き返す勇気：危険を感じたら、ためらわずに引
き返しましょう。  
氷ノ山登山の提出先 
・氷ノ山バス駐車場（若桜町） 
・郡家警察署及び各駐在所 
・「氷太くん」（182－1111）及び氷ノ山の各民宿 

冬山山岳遭難の防止 

　平成20年１月３日（木）午前10時から、八東体育
文化センター（富枝10－１）において、平成20年八
頭町成人式を開催します。 
　対象は、昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
の間に生まれた人です。 
 
【お問い合わせ先】 
八頭町教育委員会事務局　生涯学習課　184－1232

～その装備、計画で大丈夫ですか～ 
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TEL 76-0210　FAX 73-0414 
http://www.town.yazu.tottori.jp/

話題・情報は、情報政策室へ 

まちの話題 

委嘱式のようす（11／21） 

　
青
少
年
健
全
育
成
八
頭
町
民
会

議
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
少
年
を
守

る
店
」
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

町
内n

店
舗
に
ご
賛
同
を
い
た
だ

き
、"

月,

日
に
委
嘱
式
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 
「
少
年
を
守
る
店
」
と
は
「
子

ど
も
一
一
〇
番
」
と
は
違
い
、
子

ど
も
た
ち
を
非
行
か
ら
守
る
た
め

の
も
の
で
、 

 

☆
子
ど
も
た
ち
に
有
害
な
商
品

を
販
売
し
な
い
。 

☆
店
内
及
び
店
周
辺
で
万
引
き
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
子
ど
も
た

ち
に
問
題
行
動
を
さ
せ
な
い
。 

☆
子
ど
も
た
ち
の
問
題
行
動
を

発
見
し
た
と
き
は
、
優
し
く

呼
び
か
け
諭
す
。
状
況
に
応

じ
て
、
警
察
、
学
校
、
保
護

者
に
連
絡
し
不
良
化
の
芽
を

つ
み
と
る
。 

☆
店
主
、
従
業
員
が
一
体
と
な

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
健
全

に
育
成
す
る
。 

な
ど
、
日
ご
ろ
の
営
業
活
動
を
通

じ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
も
の 

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
、
心
強

い
存
在
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
今
後
、
青
少
年
健
全
育
成
八
頭

町
民
会
議
で
は
「
少
年
を
守
る
店
」

と
協
力
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
元
気
で
明
る
く
真
っ
直
ぐ

に
育
っ
て
い
く
環
境
づ
く
り
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

＊
　
　
＊
　
　
＊ 

【
登
録
店
舗
一
覧
】（
50
音
順
） 

 

（
郡
家
地
域
）
51
店
舗
 

 

青
木
電
器
、
甘
味
屋
、
荒
西
食
料

品
店
、
壱
岐
酒
店
、
い
せ
き
、
イ

ヌ
イ
薬
局
郡
家
中
央
店
、
上
田
酒

店
、
恵
比
寿
堂
、
岡
村
商
店
、
小

倉
商
店
、
尾
田
靴
店
、
尾
脇
電
機

郡
家
店
、
賀
川
商
店
、
柿
田
薬
店
、

片
山
酒
店
、
株
式
会
社
た
け
う
ち
、

幾
久
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
岸
本

酒
店
、
草
刈
日
の
出
印
房
、
小
谷

写
真
館
、
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
お

か
む
ら
、
サ
ラ
ダ
館
郡
家
店
、
サ

ン
マ
ー
ト
郡
家
店
、
し
こ
べ
や
郡

家
店
、
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
郡
家
店
、

昇
龍
軒
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
い
な
ば
酒
ジ

ョ
ッ
キ
ー
郡
家
店
、
杉
本
酒
店
、

総
合
企
画
オ
フ
ィ
ス
み
や
こ
、
竹

村
金
物
店
、
智
頭
ス
ポ
ー
ツ
郡
家

店
、
鳥
取
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
郡
家

店
、
ナ
カ
タ
ニ
写
真
館
、
中
西
文

具
店
郡
家
店
、
西
尾
電
機
商
会
、

パ
ナ
ッ
ク
た
な
か
、
ハ
ピ
ー
マ
ー

ト
郡
家
店
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

郡
家
下
坂
店
、
松
原
酒
店
、
宮
崎

手
芸
店
、
森
田
食
料
品
店
、
八
百

谷
商
事
、
や
ず
ふ
れ
あ
い
市
場
、

薮
内
商
店
、
や
ぶ
た
化
粧
品
店
、

山
田
商
店
、
山
本
商
店
、
横
尾
酒

店
、
横
山
商
店
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
郡

家
店
、
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
郡
家
店 

 

（
船
岡
地
域
）
13
店
舗 

 

浅
尾
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
、
板
倉

化
粧
品
店
、
岩
下
薬
店
、
エ
フ
シ

ョ
ッ
プ
な
か
が
わ
、
垣
田
商
店
、

し
こ
べ
や
、
田
中
商
店
、
寺
西
酒

店
、
ト
ス
ク
船
岡
店
、
ド
ラ
ッ
グ

元
気
、
中
西
商
店
、
橋
本
自
転
車

店
、
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
ひ
ら
ぎ 

 

（
八
東
地
域
）
23
店
舗 

 

以
後
商
店
、
入
江
た
ば
こ
店
、
御

菓
子
司
ま
す
だ
、
岡
田
百
貨
店
、

奥
村
呉
服
店
、
奥
村
商
会
、
尾
崎

商
店
、
岸
本
商
店
、
北
本
商
店
、

窪
田
時
計
店
、
坂
本
商
店
、
Ｊ
Ａ

鳥
取
い
な
ば
酒
ジ
ョ
ッ
キ
ー
安
部

店
、
杉
原
商
店
、
ト
ス
ク
丹
比
店
、

中
嶋
商
店
、
西
川
商
店
、
藤
田
商

店
、
富
士
原
厚
茂
酒
米
店
、
保
木

本
自
転
車
店
、
ポ
プ
ラ
八
頭
八
東

店
、
モ
リ
タ
商
店
、
も
り
た
薬
局
、

や
ぶ
た
化
粧
品
店 

 

ポ

イ

ン

ト

　 

町
内
商
店
、
会
社
な
ど
の
事
業

所
に
、「
子
ど
も
一
一
〇
番
」

の
表
示
板
が
貼
っ
て
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
が
危
険
な
場
面
に
遭

遇
し
た
時
、
助
け
を
求
め
か
け

込
む
所
で
、
郡
家
警
察
署
が
指

定
し
て
い
ま
す
。「
少
年
を
守

る
店 

」
と
「
子
ど
も
一
一
〇
番
」

の
目
的
は
違
い
ま
す
が
、
危
険

を
感
じ
た
ら
ど
こ
で
も
助
け
を

求
め
て
か
け
込
み
ま
し
ょ
う
。 

 

《
少
年
を
守
る
店
》
〜
青
少
年
健
全
育
成
八
頭
町
民
会
議
が
町
内
店
舗
に
委
嘱
〜 

 

   

　
平
成*

年!

月,

日（
日
）に

八
東
連
合
青
年
団
が
八
東
地
域
の 

皆
原
、
才
代
橋
付
近
、
三
山
口
他
、

計#

集
落
に
設
置
し
て
あ
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

　
悲
惨
な
交
通
事
故
防
止
の
願
い

を
込
め
て
、
汚
れ
で
見
え
に
く
く 

な
っ
た
ミ
ラ
ー
を
綺
麗
に
清
掃
し

て
回
り
ま
し
た
。
休
日
を
返
上
し

て
の
清
掃
作
業
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

八頭クラブのみなさん 

八
東
連
合
青
年
団
　
交
通 

事
故
防
止
に
向
け
活
動 

八
頭
ク
ラ
ブ
が 

「
全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」
に
出
場
!!
 

　
２
０
０
７
年
度
全
日
本
社
会
人

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が!

月*

日
〜.

日
ま
で
大
分
県
玖
珠
町
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
中
国
地
区
代

表
と
し
て
八
頭
ク
ラ
ブ
が
出
場
し

ま
し
た
。 

　
八
頭
ク
ラ
ブ
は
１
回
戦
で
愛
媛

県
の
代
表
チ
ー
ム
と
対
戦
し
５
対

０
で
勝
ち
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で

は
富
山
県
の
代
表
チ
ー
ム
に
１
対

４
で
破
れ
、
残
念
な
が
ら
２
回
戦

で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
八
頭
ク

ラ
ブ
代
表
の
松
田
真
一
さ
ん
は
「
今

年
は
新
人
の
加
入
に
よ
っ
て
戦
力

ア
ッ
プ
し
た
た
め
、
も
っ
と
上
位

に
食
い
込
め
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
２
回
戦
敗
退
は
と
て
も
残
念

で
し
た
。
社
会
人
な
の
で
充
分
な

練
習
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
八
頭
町
ホ
ッ
ケ
ー
発
展
の

為
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
益
々

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
町
で
は
こ
の
大
会
参
加

に
あ
た
り
「
八
頭
町
人
材
育
成
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
よ
り
旅

費
の
一
部
を
助
成
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

  

安全確認はしっかりと 

　
こ
の
た
び
鳥
取
県
内
か
ら
「
現

代
の
名
工
」
と
し
て
２
人
の
技
能

者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
全
国
で
も
数
少
な
い
石
工
の

技
能
者
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
「
卓
越
し
た
技
能
者
」
に
上

月
騰
さ
ん
（
八
頭
町
船
岡
）
が
選

ば
れ
、!

月6

日
に
東
京
都
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
表
彰
を
受
け
上
月
さ
ん

は
「
技
術
は
体
で
覚
え
て
い
く
も

の
。
今
後
も
日
々
精
い
っ
ぱ
い
や

っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
、

現
在
着
手
し
て
い
る
鳥
取
城
跡
石

垣
の
復
元
作
業
に
も
意
欲
を
燃
や

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

金婚者代表の平木夫妻 

　"

月
８
日（
木
）、
八
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
金
婚
記
念

祝
賀
式
が
行
わ
れ
、
今
年
め
で
た

く
金
婚
を
迎
え
ら
れ
たV

組
の
ご

夫
婦
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

　
平
木
町
長
の
お
祝
い
の
こ
と
ば

の
あ
と
、
金
婚
者
を
代
表
し
大
門

在
住
の
平
木
博
美
・
み
ど
り
夫
妻

に
祝
詞
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
金
婚
者
を
代

表
し
船
岡
殿
在
住
の
山
根
幹
世
・

溢
子
夫
妻
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
よ
き
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
仲
睦
ま
じ
く
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

西山教育長に手渡されました 

　
こ
の
た
び
、
社
団
法
人
鳥
取
県

土
木
施
行
管
理
技
師
会
八
頭
支
部

よ
り
上
田
支
部
長
、
竹
内
女
性
部

長
が
来
庁
さ
れ
、
八
頭
町
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い

た
い
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
こ
れ
は
、
今
春
、
倉
吉
未
来
中

心
で
開
催
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
同
支
部
女
性

部
が
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
を
出
店

し
た
際
、
売
り
上
げ
ら
れ
た
収
益

金
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
八
頭
町
で
は
今
回
い
た
だ
い
た

ご
寄
付
を
図
書
本
の
購
入
に
充
て
、

読
書
の
普
及
に
役
立
た
せ
る
こ
と

で
子
ど
も
達
の
豊
か
な
心
を
育
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

八
頭
町
金
婚
記
念
祝
賀
式
を
挙
行 

寄
付
の
お
礼 

上
月
　
騰
さ
ん
「
現
代
の
名
工
」
に 

の
ぼ
る 

「現代の名工」上田 騰さん 
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　平成20年度八頭町臨時職員等採用資格試験を次
のとおり実施します。  
◇職種及び採用予定人数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇受験資格 
 
 
 
 
 
◇試　　験 
 
 
 
 
 
 

 
◇合格及び採用 
　合格者は、八頭町の臨時職員等採用候補者名
簿に登載され、欠員があった場合、そのうちか
ら採用者が決定されます。したがって、合格者
すべてが採用されるとは限りません。 
　なお、採用候補者名簿の有効期間は、原則と
して１年間です。 

◇申込用紙の請求 
　募集要項・申込用紙は、平成19年12月３日（月）
から掲示される八頭町ホームページよりダウン
ロードされるか、総務課又は各支所住民課窓口
で受領してください。 

◇申込期限 
平成20年１月11日（金）〔必着〕 

◇申込書提出先 
〒680－0493　八頭郡八頭町郡家493番地 
　　　　　　 八頭町役場　総務課  

【お問い合わせ先】 
八頭町役場総務課　1（0858）76－0201 
八頭町HP  http://www.town.yazu.tottori.jp/dd.aspx

平成20年度八頭町臨時職員等の募集 

　八頭町の上下水道会計の調査及び審議を行う「八
頭町上下水道運営審議会」の第１回審議会が11月
13日、八頭町役場本庁で開かれ、平木町長より15
人の委員に任命書（任期2年）が交付されました。 
　同審議会では今後、下水道加入（負担）金の統
一・簡易水道の経営統合を平成19年度、上下水道
使用料と施設統合について平成20年度をめどに意
見を取りまとめることとしています。 
　任命書の交付にあたり、平木町長は「水道の安
定供給、下水道による環境負荷軽減を図りつつ、
官民一体での運営が重要であり、健全な運営がで
きるようご審議いただきたい。」とあいさつ、会
長に野田誠一さん、職務代理者に中嶋康博さんが
互選された後、町長から諮問書の交付を受け、審
議がスタートしました。会議では、八頭町の上下
水道の運営状況、補助制度の問題点などについて
町担当者から説明を受けました。 
　審議会では、次回以降上下水道料金の見直しを
柱とした調査、協議を進める予定となっています。 

八頭町上下水道運営審議会を開催 

　八頭総合事務所では、事務所内を会場に、『八
頭地区ふるさと文化祭』を作品展示、講演会、講
座、教室等の内容で開催します。八頭町の作品展
示は下記の期間に開催されますので、ぜひおいで
いただきご覧ください。（参加料は無料） 
◇期　間　平成19年12月3日（月）から12月7日（金）まで 
◇時　間　８時30分から17時30分まで 

（金曜日は15時まで） 
◇会　場　鳥取県八頭総合事務所  
≪期間中の主な催し物≫ 

・作品展示 
・歴史講演会　12月４日（火）午前10時～11時30分 
　講　師　鳥取県県史編さん室 専門員 岡村吉彦氏 
　テーマ　「戦国時代の因幡山間領主たち」 
※ 12月 10日以降は、智頭町、若桜町の作品展示
や料理教室、健康教室が開催されます。  

【詳しいお問い合わせ先】 
鳥取県八頭総合事務所　県民局企画県民課総務係 
1（0858）72－3811・3812 
［http://www.pref.tottori.lg.jp/y-sougou］ 

八頭地区ふるさと文化祭 開催 第1回 

職　　　種 

保育士 

地籍調査実施専門員 

保健師若しくは看護師 

管理栄養士若しくは栄養士 

介護支援専門員 

レセプト点検員  

図書館司書 

用務員 

調理員 

採用予定人数 

60名程度 

　６名程度 

３名程度 

２名程度 

１名程度 

２名程度 

11名程度 

９名程度 

10名程度 

保育士、保健師、看護師、管理栄養士、栄養
士、介護支援専門員及び図書館司書について
は資格を有するか、平成20年３月末までに
取得見込みのある者 

平成20年１月19日（土） 
８時30分より受付 
 
八頭町宮谷80番地 
八頭町郡家公民館 
 
作文試験（50分間） 
口述試験（集団面接試験） 

試 験 日  
  
試験会場 
  
試験内容 
 

小嶋 實秋・山田　董・
岡森 浩太郎・中林 博和・
谷口 光弘・藤田 由美子・
村田 和江・垣田 睦恵・
上月 けい子・井尻 康介・
湯ノ口 悦子・西尾 正彦・
竹内 俊一 

 
野田 誠一 
 
 
 
中嶋 康博 

 
 
 
委員 

会　長 
 
 
職　務
代理者 
 

お知らせ 
 

年末年始は十分な防火対策を 

　保育所入所の申し込みを受け付けます。平成20年４月から保育所に入所を希望される方は、12月４日（火）
～14日（金）までの間にお申し込みください。入所申込書、入所案内は役場福祉課及び各保育所に準備してい
ます。 
　なお、町外（鳥取市など）の保育所への入所を希望する場合は、役場福祉課にご相談ください。  
◇受 付 場 所　八頭町内各保育所 
　　　　　　　　※入所申込書は、第１希望の保育所へ提出してください。 
◇受 付 時 間　午前９時～午後４時（土曜日は午前11時30分まで） 
◇入所の基準等　保護者及び同居の親族（60歳未満の方）が、就労、疾病等により家庭で保育できない状態（保

育に欠けるという）である児童であること。 
◇保 育 時 間　平日の保育時間は、午前８時から午後４時（土曜日は午前11時30分）までですが、就労状

況等に応じ、時間外保育、延長保育等もご利用いただけます。詳しくは入所案内をご覧く
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問い合わせ先】　役場福祉課　176－0205

 

あなたもお店をはじめませんか 

平成20年度保育所入所児童募集　12月４日（火）から受け付けます 

中私都保育所  

下私都保育所  

たから保育所  

郡 家 保 育 所  

国 中 保 育 所  

大御門保育所  

船 岡 保 育 所  

隼 保 育 所  

大江へき地保育所 

丹 比 保 育 所  

八 東 保 育 所  

安 部 保 育 所  

下津黒87－5 

大坪69－1 

門尾31－1 

郡家71－1 

石田百井3－2 

郡家殿282－2 

船岡619 

見槻中75－1 

大江30 

北山85－1 

岩渕221 

安井宿771－1

74－0135 

72－3187 

72－0129 

72－3123 

72－3137 

72－3106 

73－0138 

72－0713 

73－8766 

84－2360 

84－2323 

84－3241

７：00～18：00 

７：00～19：00 

７：00～19：00 

７：00～19：00 

７：00～19：00 

７：00～18：00 

７：00～19：00 

７：00～18：00 

８：00～16：45 

７：00～18：00 

７：00～18：00 

７：00～19：00

６か月～ 

６か月～ 

６か月～ 

６か月～ 

６か月～ 

６か月～ 

６か月～ 

６か月～ 

３歳～ 

６か月～ 

６か月～ 

６か月～ 

７：00～11：30 

７：00～11：30 

７：00～18：00 

７：00～18：00 

７：00～11：30 

７：00～11：30 

７：00～18：00 

７：00～11：30 

８：00～12：15 

７：00～11：30 

７：00～11：30 

７：00～18：00

30 

45 

60 

120 

60 

45 

90 

45 

40 

90 

60 

45

保育所名 所 在 地  電話番号 定員 開所時間 
（平  日） 

開所時間 
（土曜日） 受入年齢 

　年末年始には火気を使用する機会が多くなりま
す。また周りのあわただしさにまぎれて注意力が散
漫になり、火の不始末等を起こしがちになります。 
　みなさん一人ひとりが火の元の点検・確認等に
心がけ、火災予防の一層の強化を図って、地域の
安心・安全を守りましょう。 
 
　八東地域の安部・八東・丹比保育所の園児と
八東地区消防団、八頭消防署等が、11月９日、
各保育所の周辺で防火パレードを行いました。 
　このパレードは、毎年、秋季全国火災予防運
動の初日に行われてい
るもので、町消防団の
消防車を先導に、保育
園児が拍子木を打ち鳴
らしながら「火の用心」
を呼びかけました。 

 ＪＲ郡家駅舎出店募集 
　八頭町では、ＪＲ郡家駅前の活性化を図るため
駅舎内に農産物、加工品等を扱った出店の募集を
行います。 
　出店には負担金等が必要ですが条件等詳細につ
いては下記にお問い合わせください。 
 
 

 
【お問い合わせ・申込先】 
八頭町商工会　　　　172－ 2113 
［主管：八頭町産業課　176－ 0208］ 

申し込み期限は 
12月7日（金）までです。 
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　桜ヶ丘分譲宅地造成（新宿団地横）に伴い発生す
る表土を次の条件で提供します。 
◇土　　代　無料 
◇運 搬 費　個人実費負担 
　　　　　　※距離により若干変動します。 
・２tダンプトラック（運搬量1.1m3）１回2,500円程度 
・４tダンプトラック（運搬量2.3m3）１回4,000円程度 
◇作業範囲　指定場所に降ろすまで 
◇配付時期　12月中旬 
◇申込期限　12月10日まで 
　　　　　　（先着順、無くなり次第終了） 
◇申 込 先　役場建設課（本庁舎２階） 
◇申込方法　備付の所定申請書に記入  

詳しくは建設課まで　176－0206

耕土（田）の購入希望とりまとめ 

　いよいよ雪のシーズンが近づいてきました。町
としても円滑な除雪作業ができるよう心がけてい
きます。 
　町民のみなさまには、次のことにご理解とご協
力をお願いします。  
○ 積雪量により除雪が遅れることがあります。 
○路上駐車や路上放置車は、絶対しないでくださ
い。 除雪ができないことがあります。 
○「家の前を苦労して雪かきしたのに、除雪車が
来て雪を積み上げていく」等の苦情が寄せられ
ます。ただ、家屋が密集している道路ではやむ
を得ない場合がありますので、ご理解とご協力
をお願いします。  

【除雪に関するお問い合わせ】 
（郡家地域）役場建設課　　　　　176－0206 
（船岡地域）船岡支所産業建設課　172－3973 
（八東地域）八東支所産業建設課　184－1228

除雪作業にご協力を 

　通称「新宿団地」内の大字名を八頭町安井宿（や
すいしゅく）から八頭町桜ヶ丘（さくらがおか）に
変更します。 
　これは、「新宿団地」集落からの要望を受け、
過去の経緯等を考慮し、平成19年９月25日八頭町
議会の議決を経て変更するものです。  
◇変更期日　平成20年４月１日 
◇変更区域　新宿団地地内（※第２次造成地含む） 
◇大 字 名 

（旧）安井宿（やすいしゅく） 
（新）桜ヶ丘（さくらがおか） 

字名の変更について 

　固定資産税は、毎年１月１日（賦課期日）現在
において、所有している固定資産に対してその年
の固定資産税が賦課されます。 
　もし、売買・譲渡等で所有権の移動した家屋（未
登記のもの）や取り壊した家屋等がありましたら、
12月末までに役場へ届出をしてください。この期
日を過ぎますと来年度の固定資産税が賦課されま
す。 
　なお、滅失届はその家屋が登記してあるかない
かに関わらず届出をしていただきますようお願い
します。 
 
家屋所有権移転申告書・家屋滅失申告書
は役場、各支所にあります 

 
【お問い合わせ先】 
八頭町役場 税務課　176－0204 
船 岡 支 所 住民課　172－0044 
八 東 支 所 住民課　184－1222

家屋の移動届・滅失届を忘れずに!!

　因幡地域を訪れる観光客のみなさんを温かく迎
えるために、パンフレット配布、観光情報提供、
道案内などをしていただくお店『因幡観光案内処』
（仮称）に登録していただくお店を募集します。（平
成20年４月から業務開始予定）  
◇対 象 者　宿泊施設、飲食店、コンビニエンス

ストア、ガソリンスタンドなど 
◇募集期限　平成20年１月31日（木）  
【お問い合わせ先】 
2009鳥取・因幡の祭典実行委員会事務局 
（『鳥取市文化センター』内）1（0857）27－8003

2009鳥取・因幡の祭典 
観光案内店舗募集 

　第17回千代川写真コンクールの作品募集が10月
15日に締め切られ、先月入選作品が発表されました。 
　八頭町におきましては、下記の期日でこれら入
選作品の展示会を開催しますので、お近くの展示
会場においでいただきますようお知らせします。 

千代川写真コンクール 
入選作品展示会 

展　示　期　間 
12月６日から12月11日まで
12月13日から12月17日まで
12月20日から12月25日まで 

展示会場 
八東図書室 
郡家公民館 
船岡公民館 

どころ 

　鳥取県において、「鳥取県ツキノワグマ保護管
理計画」が策定されました。 
◇目　　的 
　ツキノワグマによる人身被害の回避や農林作物
被害の軽減を図るとともに、絶滅の恐れのある地
域個体群の長期にわたる安定維持を図ることによ
って、人とクマとの棲み分けによる共存を目指す。 
◇内容及び計画の実施 
　・人身被害防止対策 
①遭遇回避対策：入山者への注意喚起、目撃情
報のある地域における鈴等の携帯や巡回体制
の整備、学習会の開催等 
②生活環境の整備：電気柵の設置、緩衝帯の設
置、誘因物の除去等 
③クマ対策：クマに人への嫌悪感を与える学習
放獣の実施、学習放獣個体の監視 

　・農林業被害防止対策 
①農地等への侵入を防ぐ対策：侵入防止柵の設置 
②周辺環境を改善する対策：緩衝帯の設置、誘
因物の除去 

　・個体管理 
①狩猟による捕獲を禁止する。 
②クマの有害鳥獣捕獲許可権限の見直し（広域
的な視点から適切な保護管理を行うため、権
限行使のあり方を検討する。） 

③錯誤捕獲防止対策を推進する。 
④出没等対応基準に基づき段階的な対応を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【お問い合わせ先】 
鳥取県生活環境部公園自然課　1（0857）26－7872 
八頭町役場　産　業　課　176－0208 
船 岡 支 所　産業建設課　172－3973 
八 東 支 所　産業建設課　184－1228

ツキノワグマ保護管理計画を策定 

　経済産業省では、工業統計調査を平成19年12月
31日現在で実施します。 
　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象と
して、その活動実態を明らかにすることを目的と
して調査します。調査結果は、国や地方公共団体
の行政施策の重要な基礎資料として利用されると
ともに、企業、大学などでの研究資料、小・中・
高等学校の教材など、幅広く利用されているとこ
ろです。 
　皆様からご提出していただく調査票については、
統計を作るためだけに用いられ、その他の目的に
使われることはありません。調査へのご理解、ご
協力をお願いいたします。  
【お問い合わせ先】 
　八頭町役場　企画人権課　176－0203 
　船 岡 支 所　住　民　課　172－0044 
　八 東 支 所　住　民　課　184－1222

製造事業所の皆様へ 

　放送大学は、テレビなどの放送により授業を行
う通信制の大学です。働きながら学びたい、生涯
学習に興味があるなど、様々な目的で幅広い世代
の方が学んでいます。 
　ただいま平成20年度第１学期（４月入学）の学
生を募集しています。詳しい資料を無料で送付い
たしますので、お気軽にお問い合わせください。 
 
◎受付期間 
平成19年12月15日～平成20年2月29日 

 
【資料請求・お問い合わせ先】 
鳥取市富安２－138－４（鳥取市役所駅南庁舎５Ｆ） 
『放送大学鳥取学習センター』 
1（0857）37－2351　FAX（0857）37－2352 
http://tottorisc.web.fc2.com/

放送大学4月入学制募集 

喝！ 
～今の教育に警鐘を鳴らす～ 

大雲院住職 田尻光照さん  現代の教育に物申す  
◇日　時　平成19年12月６日（木） 
　　　　　午後7時30分～９時 
◇会　場　郡家公民館 大集会室 
　　　　　（八頭町宮谷80　1（0858）72－3113） 
◇講　師　大雲院住職 田尻光照 氏 
◇テーマ　「ちょっと待った！  それ愛情？」  
＊主　催　八頭町高等学校PTA連絡協議会＊ 

目撃・出没等の情報はあるが、
日常生活活動において遭遇また
は被害の発生するおそれが低い
場合（山中で目撃、痕跡の発見等） 
 
日常生活活動において遭遇また
は被害の発生するおそれが高い
場合（農作物への被害発生、集
落周辺で目撃等） 
 
日常生活活動において遭遇また
は被害の発生するおそれが非常
に高い場合（防護対策等をして
も再出没） 
 
学習放獣等によっても効果がみ
られず、集落周辺に執着し再出
没する場合 
 
①市街地、集落などに出没 
②人家等へ侵入、人身被害が発
生 

対応方法看
板の設置な
どの注意喚
起 
 
防護、誘引
物の除去、
追い払い 
 
 
捕獲し､ 学
習放獣を実
施 
 
 
捕獲し、殺
処分 
 
 
現地に対策
本部を設置
し、捕獲 

第１段階 
 
 
 
 
第２段階 
 
 
 
 
第３段階 
 
 
 
 
第４段階 
 
 
 
緊急対応 

区　分 状　　　況 対応策 

子育て講演会 
参加費無料 



家電リサイクル法対象製品の回収について 

　平成19年12月15日（土）、家電リサイクル対象製
品となるブラウン管テレビ、洗濯機、エアコン、
冷蔵庫（冷凍庫）の回収を行います。次のとおり
役場の各庁舎を業者が回りますので、今回の制度
を利用して出される方は、時間までに各回収場所
に持ってきてください。（※事前に、最寄りの郵
便局より家電リサイクル券を購入してください。） 

【お問い合わせ先】 
　八頭町役場 福祉課　176－0211

※家電リサイクル券とは別に収集運搬料金が
3,600円かかります。収集運搬料金は、持ち
込み時にその場でお支払いください。 

　今回以外で出される場合は、次のように出
してください。 
①まだ使える場合は、ぜひリサイクルショッ
プに買い取ってもらってください。 

②小売店に引き取ってもらわれる場合は、リ
サイクル料金と、収集運搬料金がかかりま
す。収集運搬料金は、小売店によって異な
りますので、各小売店にご確認ください。 

③リサイクル券を郵便局で購入した後、指定
引取場所に直接持ち込まれる場合はリサ
イクル料金のみの負担となります。 

　谷尾さんは造園業を営み、長年にわたり鳥取
県内造園建設業界のリーダーとして活躍され、
町内外の公園造成、整備工事、景観工事をおこ
なったり、住民が集う公共スペースの緑化環境
整備等に多大な貢献をされました。 

今回以外の家電リサイクル法対象製品の 
廃棄方法について　　　　　　　　　　 

回収場所 
役場八東庁舎玄関前 
役場船岡庁舎玄関前 
役場本庁舎玄関前 

収集時間 
　９：００～　９：３０ 
１０：００～１０：３０ 
１１：００～１１：３０ 

おめでとうございます おめでとうございます おめでとうございます 

（八頭町船岡） 
黄綬褒章　谷尾喜次 氏 

厳選 地元の味をお届けします 
ふるさと便「竹林の里船岡の味セット」 

平成19年度から始まったこの施策が 
平成20年度からの採択が可能となりました  
　この対策は、　この対策は、農地や農業用水などの集落にある農地や農業用水などの集落にある
資源を守るには地域の農業者だけでは難しくなっ資源を守るには地域の農業者だけでは難しくなっ
てきていることや、てきていることや、環境問題に対して国民の関心環境問題に対して国民の関心
が高まっていることからつくられた対策です。が高まっていることからつくられた対策です。こ
の対策は、の対策は、地域ぐるみでの効果の高い共同活動を地域ぐるみでの効果の高い共同活動を
支援しています。支援しています。 
　平　平成1919年度か度から５年ら５年間の協定で八頭町で間の協定で八頭町では3232地
区が取り組んでいます。区が取り組んでいます。支援の期間等具体的には支援の期間等具体的には
未定な部分がありますが平未定な部分がありますが平成2020年度採択も可能と度採択も可能と
なりました。なりました。 
○対象農用地 
農業振興地域内の農地で、農業振興地域内の農地で、かつ中山間地域等直かつ中山間地域等直
接支払制度を受けていない地区の農地接支払制度を受けていない地区の農地 
○支援要件 
　次　次の３つの３つの活動の活動を５年を５年間すべて実施すること。間すべて実施すること。 
①基礎部分…草刈…草刈・井手ざらえ等資源の適切な井手ざらえ等資源の適切な
保全管理の共同活動保全管理の共同活動 
②農地・水向上部分…水路の目地詰め補修等施…水路の目地詰め補修等施
設の長寿命化につながる活動設の長寿命化につながる活動 
③農村環境向上部分…生態系保全…生態系保全・景観形成等景観形成等
環境面に配慮した活動など環境面に配慮した活動など 

例：水路等の生き物調査、水路法面等への植栽等 
○支援額 
　10ａ当たり単価当たり単価（水（水田 4,400円）（畑 2,800円）円） 
○支援受給の流れ 
１）対象地域をまとめます（集落単位（集落単位・水系単水系単

等で対象地域を囲い活動範囲を決めます。等で対象地域を囲い活動範囲を決めます。） 
２）２）活動組織の構成員をきめます活動組織の構成員をきめます（活動組織に（活動組織に
は農業者以外が１団体以上構成員として参
加することが必要です。加することが必要です。《活動組織＝農業《活動組織＝農業
者＋自治会＋子供会＋老人会＋…》者＋自治会＋子供会＋老人会＋…》） 

３）活動組織の規約をつくります（規約には、
名称・目的・構成員・代表役員・合議方法
等を盛り込みます。等を盛り込みます。） 

４）活動計画をつくります（活動に伴う実施計（活動に伴う実施計
画・構成員の役割分担・資金計画等をきめ
ます。ます。） 

５）町と協定を結びます（決定した活動計画や（決定した活動計画や
支援金の使い道を双方が明確化し確認する
ものです。ものです。） 

６）６）申請し支援金が交付されます申請し支援金が交付されます（活動を実践（活動を実践
します。します。） 

  
  この制度の利用のくわしいことは、この制度の利用のくわしいことは、役場産業
課にお問い合わせください。課にお問い合わせください。 
　または、農林水産農林水産省ホームページを省ホームページをご覧ください。ださい。 
http://www.maff.go.jp/nouti_mizu/index.html /www.maff.go.jp/nouti_mizu/index.html 
 
【お問い合わせ先】　役場産業課　176－0208

平成19年度から始まったこの施策が 
平成20年度からの採択が可能となりました  
　この対策は、農地や農業用水などの集落にある
資源を守るには地域の農業者だけでは難しくなっ
てきていることや、環境問題に対して国民の関心
が高まっていることからつくられた対策です。こ
の対策は、地域ぐるみでの効果の高い共同活動を
支援しています。 
　平成19年度から５年間の協定で八頭町では32地
区が取り組んでいます。支援の期間等具体的には
未定な部分がありますが平成20年度採択も可能と
なりました。 
○対象農用地 
農業振興地域内の農地で、かつ中山間地域等直
接支払制度を受けていない地区の農地 
○支援要件 
　次の３つの活動を５年間すべて実施すること。 
①基礎部分…草刈・井手ざらえ等資源の適切な
保全管理の共同活動 
②農地・水向上部分…水路の目地詰め補修等施
設の長寿命化につながる活動 
③農村環境向上部分…生態系保全・景観形成等
環境面に配慮した活動など 

例：水路等の生き物調査、水路法面等への植栽等 
○支援額 
　10ａ当たり単価（水田 4,400円）（畑 2,800円） 
○支援受給の流れ 
１）対象地域をまとめます（集落単位・水系単
等で対象地域を囲い活動範囲を決めます。） 

２）活動組織の構成員をきめます（活動組織に
は農業者以外が１団体以上構成員として参
加することが必要です。《活動組織＝農業
者＋自治会＋子供会＋老人会＋…》） 

３）活動組織の規約をつくります（規約には、
名称・目的・構成員・代表役員・合議方法
等を盛り込みます。） 

４）活動計画をつくります（活動に伴う実施計
画・構成員の役割分担・資金計画等をきめ
ます。） 

５）町と協定を結びます（決定した活動計画や
支援金の使い道を双方が明確化し確認する
ものです。） 

６）申請し支援金が交付されます（活動を実践
します。） 

  
  この制度の利用のくわしいことは、役場産業
課にお問い合わせください。 
　または、農林水産省ホームページをご覧ください。 
http://www.maff.go.jp/nouti_mizu/index.html 
 
【お問い合わせ先】　役場産業課　176－0208

～農地・水・環境保全向上対策について～ 

お正月ぬくもりセット 

　船岡地域特産品振興協議会では、ふるさとの味
として好評をいただいているふるさと便の注文を
受け付けています。今年は新開発の『ホンモロコ
の佃煮』が加わるなど新しい商品を加え、さらに
充実した４種類のセットを準備しました。 
　親戚・お子様はもとより遠くの知人・友人に、
懐かしいふるさとの味を
贈ってみませんか。 
◇申込期限 

12月13日（木） 
◇発送予定 

12月26日（水）  
【ご注文・お問い合わせ先】 
船岡支所 産業建設課 
　1（0858）72－3973 

 

4,000円コース（お得な送料込み） 
 

ふなおか米セット 

［米（コシヒカリ）２㎏］［竹林漬け　１袋］ 
［手作り味噌　１㎏］［ゆず煮　１袋］ 
［かきもち　１袋］［※ホンモロコ佃煮　１袋］ 
 

お正月ぬくもりセット 

［エリンギィ　２パック］［里芋　800ｇ］ 
［えのき　１パック］［ごぼう　２本］ 
［ぶなしめじ　１パック］［※銀杏　１袋］ 
［生しいたけ　１袋］［白ねぎ　２本］ 
［※黒豆煮　１袋］［もち（４個入り）２袋］ 
［にんじん　700ｇ］［ゆず味噌　１ビン］ 
 
 

3,000円コース（お得な送料込み） 
 

お正月ぬくもりセットミニＡ 

［エリンギィ　１パック］［黒豆　200ｇ］ 
［えのき　１パック］［白ねぎ　２本］ 
［ぶなしめじ　１パック］ 
［もち（４個入り）２袋］ 
［にんじん　700ｇ］［ゆず味噌　１ビン］ 
［ごぼう　２本］ 
 

お正月ぬくもりセットミニＢ 

［エリンギィ　２パック］［里芋　800ｇ］ 
［えのき　２パック］［白ねぎ　２本］ 
［ぶなしめじ　１パック］ 
［もち（４個入り）２袋］ 
［生しいたけ　１袋］［ゆず煮　１袋］ 
 
※印の商品は新商品となっております。ぜひご賞
味ください。 
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11月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,810 
19,926 
9,594 
10,332

（＋２） 

（－５） 

（－６） 

（＋１） 

世帯 

人 

人 

人 

10月７日 

11日 

13日 

19日 

25日 

10月11日 

26日 

30日 

30日 

10月12日 

岡村　　瞬 

中口　一輝 

瀧本　知輝  

山根琉太郎 

谷口　舜祐 

岸本　友樹 

岩城　幸芽 

中村　紗千 

中村　真央 

高原　匠都 

真　一・一　美 

浩　司・千栄美 

　修　・さゆり 

雅　之・美　沙 

喬　則・幸　子 

　剛　・香　苗 

俊　幸・芽久美 

政　晴・いこい 

政　晴・いこい 

彰　夫・悠　花 

しゅん 

いっ     き    

とも     き    

りゅう  た    ろう   

しゅんすけ   

とも   き     

こう    が     

さ      ち     

ま      お     

なる   と    

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

誕生日 名　　前 おとうさん・おかあさん ところ 

（敬称略） ひとのうごき 

10月13日 

14日 

16日 

16日 

11月１日 

３日 

３日 

７日 

10月11日 

17日 

19日 

11月５日 

７日 

７日 

10月14日 

29日 

11月７日 

村田　米子 

古川　博史 

澤田　たけ 

岡島　年夫 

横尾　いと 

福田　荘吾 

田中富美子 

加　　しげ 

河村　又 

冨山　七藏 

池本　　止 

高藤美代子 

岸田　和明 

西村　元　 

新田　清一 

　松　一男 

櫻井　道男 

９４ 

５８ 

１００ 

７３ 

９２ 

７５ 

９２ 

８９ 

９１ 

７７ 

９４ 

８０ 

５３ 

９６ 

８２ 

９１ 

８２ 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

歳 

（久能寺） 

（郡家西区） 

（市　場） 

（上万代寺） 

（麻　生） 

（市　場） 

（上津黒） 

（下大坪） 

（大　江） 

（坂　町） 

（上　町） 

（大　江） 

（水　口） 

（福　井） 

（富　枝） 

（安井宿） 

（岩　渕） 

郡
家
地
域 

八
東
地
域 

船
岡
地
域 

お
く
や
み 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 

（市　谷） 

（　　　） 

（　花　） 

（フローラル） 

（郡家東区） 

（船岡殿） 

（上　町） 

（隼　福） 

（隼　福） 

（安井宿） 

土　師 
百井二 

地
域 

八
東 

お
め
で
た 

の納付月です 

12月は… 

完納にご協力をお願いします 

固定資産税 （第3期分） 
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2
0
0
7
.1
2
.１
 

N
o
.3
3

古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています。 

企
画
人
権
課
情
報
政
策
室（
76
―
０
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

広
報
や
ず
　
３
３
号 

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
毎
月
１
日
発
行
　
印
刷
・
綜
合
印
刷
出
版 

（株） 

広
報
に
の
っ
て
い
る
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、 

19

12

オープン！ 

ユ・
ウン
ギョンさんを紹介します！ユ・

ウン
ギョンさんを紹介します！ユ・

ウン
ギョンさんを紹介します！

（2007）平成19年12月９日（日） 
午後１時30分～午後４時50分（12時30分から受付）  
郡家公民館　大集会室　他  
 
 
  
徳島県同和地区青少年団体 
連絡協議会『止揚の会』事務局 
　　中倉　茂樹 さん  

「ぬくもりを感じて」 

受付の時に希望の分科会を申し込んで下さい。なお第３・４分
科会は約30人の人数制限をせていただきます。 

★日　時 
  
★場　所  
★内　容 
 
  
★講　師 
 
  

★演　題 

★分科会 

意
識
調
査
を
読
む 

意
識
調
査
を
読
む 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
人
権
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば 

人
権
の
ひ
ろ
ば 

みなさんの参加を 
お待ちしています！ 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 第３回 八頭町部落解放研究集会 

主催：八頭町同和教育推進協議会・八頭町・八頭町教育委員会 

そ
の
１ 

平
成)

年#

月
に
実
施
さ
れ
た
『
人

権･

同
和
問
題
に
関
す
る
町
民
意
識

調
査
』
の
報
告
書
か
ら
次
の
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。 

 

　
部
落
差
別
を
知
っ
た
の
は 

　 

・
小
学
生
ま
で  

六
四
．
四
％ 

　 

・
中
学
生
ま
で  

八
八
．
五
％ 

　
知
っ
た
の
は
父
母
な
ど
家
族
か
ら

が
二
九
．
三
％
で
、
学
校
の
授
業
、

学
校
の
友
達
、
近
所
の
人
か
ら
と
続

く
。
若
い
世
代
（+

〜5

代
）
は
学

校
を
通
し
知
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

背
景
に
は
同
和
教
育
の
広
が
り
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

         

【
現
在
も
部
落
差
別
が
あ
る
と
思

い
ま
す
か
】
の
問
い
に
対
し
て
、〈
日

常
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
〉
で
は
、

「
明
ら
か
に
差
別
が
あ
る
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
差
別
が
あ
る
」
の
回
答

は
地
区
外
三
六
．
五
％
、
地
区
六
六
．

一
％
。「
ほ
と
ん
ど
差
別
は
な
い
」

は
地
区
外
四
〇
．
八
％
、
地
区
十
五
．

五
％
と
地
区
で
の
差
別
に
対
す
る
認

識
が
厳
し
い
。〈
結
婚
差
別
に
つ
い

て
〉
で
は
「
明
ら
か
に
差
別
が
あ
る
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
差
別
が
あ
る
」

の
回
答
は
地
区
外
五
六
．
七
％
、
地

区
七
三
．
八
％
。「
ほ
と
ん
ど
差
別

は
な
い
」
は
地
区
外
二
二
．
五
％
、

地
区
六
．
三
％
で
あ
り
、〈
日
常
の

付
き
合
い
〉
に
比
較
し
て
地
区
内
外

共
に
差
別
に
対
す
る
認
識
が
厳
し
い
。

　【
結
婚
差
別
が
な
く
な
る
見
通
し

に
つ
い
て
】
で
は
「
い
つ
ま
で
も
な

く
な
ら
な
い
」
が
地
区
で
四
七
．
〇

％
と
高
く
、
や
は
り
差
別
に
対
す
る

認
識
が
厳
し
い
。「
努
力
す
れ
ば
な

く
な
る
」
は
地
区
外
・
地
区
共
に
約

四
〇
％
で
あ
る
。
正
し
い
知
識
の
習

得
と
理
解
、
そ
し
て
変
革
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

       
【
部
落
出
身
で
よ
か
っ
た
と
思
う
】

に
は
、
否
定
的
な
回
答
が
約
五
〇
％

あ
る
が
、〈
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と

を
、
で
き
れ
ば
隠
し
て
お
き
た
い
〉

で
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

わ
な
い
・
そ
う
思
わ
な
い
」
の
回
答

は
四
一
．
七
％
で
あ
る
。「
隠
し
た

く
な
い
」
と
い
う
意
識
が
浮
か
ぶ
。

　
ま
た
、【
差
別
を
受
け
る
か
も
知

れ
な
い
と
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
】
で
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う
と
、
そ
う
思
う
」
の
回
答

は
五
四
．
八
％
と
高
く
、
地
区
の
多

く
の
人
々
が
差
別
へ
の
不
安
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

        

【
同
和
問
題
に
は
か
か
わ
ら
な
い

方
が
よ
い
】
と
か
【
同
和
地
区
の
人

は
こ
わ
い
】
等
の
他
人
か
ら
の
否
定

的
な
情
報
に
対
し
て
、
地
区
外
の
約

三
〇
％
が
、
地
区
で
は
約
五
〇
％
が

疑
問
に
思
っ
た
り
反
発
を
感
じ
て
い

る
。
お
か
し
い
と
思
う
情
報
が
流
さ

れ
た
時
に
は
、
鵜
呑
み
に
し
な
い
で

自
分
自
身
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 

12:30　　13:30　　14:00　　　　　　　　15:30 　15:40　　　16:50

受付 開会行事 講　　演 移動 分科会 

分科会 会　場 テーマ 

第１分科会 
＜講座＞ 

第２分科会 
＜講座＞ 

第３分科会 
＜参加型＞ 

第４分科会 
＜参加型＞ 

「寝た子を起こすな」 
　　講師：坂田　陽彦 さん 
　　　（鳥取県部落解放研究所専門員） 

「鳥取県の部落史」 
　　講師：坂本　敬司 さん 
　　　（鳥取県総務部総務課県史編さん室室長） 

「身近な人権問題を考えよう」 
　　講師：小宮山聖美 さん 
　　　（ネットワークファシリテーター） 

「私は差別をしていない･････？」 
　　進行：垣本　博規 さん 
　　　（八頭町人権教育推進員） 

大集会室 

第二研修室 

第一研修室 

和室研修室 

八頭町同和教育推進協議会事務局 
（八頭町教育委員会事務局内） 

184－1232

お 問 い 
合わせ先 

差別の現状 

部落出身者 
の意識 

へんな情報 

自分で確認！ 

　ウソ～ 
ホント～ 

差別への不安 

認識にズレ 

う
　
の 
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■ 

■ 

■ 

■ 

八頭町国民健康保険決算報告 

韓国横城郡と特産品交流 

横城郡行政研修生報告 

福祉課からのお知らせ 

まちの話題 

・・・・・・・・・２～３P 

・・・・・・・・・・・６～７P 

・・・・・・・・・・・・・・・９P 

・・・・・・・・・・・・10～11P 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・20～21P 

 

今月の主な内容 

11月９日、八頭町里帰り事業を開催し町外で暮らされて
いる障害者の皆さんをお迎えしました。八東りんご観光園
からはとりたてのりんごを味わっていただいた後、郡家ド
ームでは郡家保育所園児の元気いっぱいの踊りを楽しんで
いただきました。 

里帰り事業で園児がお出迎え 

新しいまちの歴史のはじまり 八頭町 


